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00�00�00.000 --> 00�00�18.380

21時に始めます はい 始めます

00�00�18.380 --> 00�00�22.000

はい 皆さま 本⽇もご参加ありがとうございます

00�00�22.000 --> 00�00�25.760

明けましておめでとうございますですね 明けましておめでとうございます

00�00�25.760 --> 00�00�35.520

Narrative Stack Seminar そろそろ5回⽬のセミナーをやりたいと思います

00�00�35.520 --> 00�00�43.600

今までObsidianに関する話をいろいろとしてきたんですが 今回はその中でも

00�00�43.600 --> 00�00�53.320

Daily Noteというやつに焦点を当てて Daily Noteをどういうふうに使っているのか

00�00�53.320 --> 00�00�59.700

⾃分が使っている事例を紹介しながら 皆さんの参考になるところを取り⼊れて

00�00�59.700 --> 00�01�03.880

いただければなという感じで 普段どんなことをやっているかという

00�01�03.880 --> 00�01�11.560

紹介しようと思います 僕⾃⾝もちょっと前までLog-Seqという

00�01�11.560 --> 00�01�21.040

別のツールをDaily Noteに使っておりまして 11⽉ぐらいかなに

00�01�21.040 --> 00�01�27.040

あれ 俺がやりたいことはObsidianで⼤体全部できるし Obsidianでやればいいや

00�01�27.040 --> 00�01�33.800

っていうことに気がつきまして それによってDaily Noteというのを全部Obsidianに

00�01�33.800 --> 00�01�40.960

切り替えて使い始める 使うようになりました ご参考までになんですけど

00�01�40.960 --> 00�01�46.600

今ObsidianのDaily Note 普通に使っているよっていう⽅いればチャットなどに



00�01�46.600 --> 00�01�51.480

書き込んでいただきたいんですが あともし逆に違うのを使っているとか

00�01�51.480 --> 00�01�57.240

使ってないとかっていうのもあれば 教えていただけるとありがたいです

00�01�57.240 --> 00�02�12.600

どうなんですかね Daily Noteとかって 俺は結構昔何だっけ

00�02�12.600 --> 00�02�16.040

Log-Seq使ってたって⾔ったから Log-Seqのやつ使っているよって

00�02�16.040 --> 00�02�23.680

⾔ってる⼈も多いような気がします Log-Seq使ってます Log-Seq派が意外と

00�02�23.680 --> 00�02�28.640

多いかもしれない 今回の話はもちろんLog-Seqでもある程度

00�02�28.640 --> 00�02�35.640

使えるんですけれども そこに加えてちょっとグルーヴ的な

00�02�35.640 --> 00�02�41.600

マニアックなカスタマイズみたいなものをしていたりして それを使おうとすると

00�02�41.600 --> 00�02�49.200

オブシディアンがいいんじゃないかなっていう感じで ある意味皆さんを悩ませることにな

るかもしれないんですけれども

00�02�49.200 --> 00�02�54.160

そんな感じで話したいと思います

00�02�54.160 --> 00�03�03.080

コメント欄など気軽にどんどんつぶやいていただければ 今回は前半と後半の間に

00�03�03.080 --> 00�03�07.440

ちょっと質疑応答というか 質問に答える時間を設けようと思っていて

00�03�07.440 --> 00�03�13.440

⼤雑把に2セクションで話をしようと思っています

00�03�13.440 --> 00�03�19.760

シュンさんが悩みたいですって⾔ってくれているので 悩めるように頑張ります

00�03�19.760 --> 00�03�24.160

ということで 明けましておめでとうございます

00�03�24.160 --> 00�03�32.840

今回は1年最初のセミナということで 1年の経緯はオブシディアンにありっていうフレーズ



を思いついて

00�03�32.840 --> 00�03�40.000

使いたかったんですが 1年の計画というものを考えていたんですけれども

00�03�40.000 --> 00�03�52.480

結局⾃分にとって⼤事なのは年初とか年末とか関係なく ⽬の前の1⽇を⼤切に⽣きるのが⼤

事なのではないか

00�03�52.480 --> 00�03�58.080

ニュースレーターにも書いたんですけど 基本的にあんまり⽬標というのを作るということ

は

00�03�58.080 --> 00�04�05.080

⾃分はあまりしておらず まだ考えてないんですけど 毎年 今年のテーマみたいな感じで

00�04�05.080 --> 00�04�14.080

こういうことを中⼼にやっていこうっていうのを決めたりして それを元にして毎⽇

00�04�14.080 --> 00�04�20.080

⽣活をしていくということを続けようと思っています

00�04�20.080 --> 00�04�28.080

最初にすごく簡単に デイリーノートってどんなものなの?っていうことを話しようと思うん

ですが

00�04�28.080 --> 00�04�34.080

オブシディアンの場合 標準のプラグインで デイリーノートというものが付いていて

00�04�34.080 --> 00�04�41.080

そのコマンドだったり ショートカットなんかを登録すると 毎⽇⾃動でデイリーノートとい

うものが開かれる

00�04�41.080 --> 00�04�49.080

設定しとくと オブシディアンを開いたら 必ず今⽇のデイリーノートを開くみたいな項⽬も

実はあったりして

00�04�49.080 --> 00�04�56.080

そのデイリーノートをものすごく使う場所は ⽅はこのOpenDaiynotesOnStartup 起動した

ときに

00�04�56.080 --> 00�05�01.080

デイリーノートを使うよっていうような設定もできたりしています

00�05�01.080 --> 00�05�07.080

ここで⾃分が好きなファイル ⽇付のフォーマットですね



00�05�07.080 --> 00�05�11.080

最近⾃分はちょっと曜⽇も⾒たいなって思うようになっていて

00�05�11.080 --> 00�05�19.080

このYYYYMMDD 囲⽂字のDDDっていうので ここにも出てるんですけど

00�05�19.080 --> 00�05�28.080

曜⽇を⽇付を囲⽂付の曜⽇3⽂字 英語の3⽂字っていうのも取り⼊れるようにしました

00�05�28.080 --> 00�05�34.080

これ⽇本語にやろうと頑張ったっていうか やってみようと思ったんですけど わかんなかっ

たんで

00�05�34.080 --> 00�05�38.080

英語でいっかっていうので ここは英語にしています

00�05�38.080 --> 00�05�47.080

今回の話 おそらくというか こういう感じのことを好きな⼈なら気に⼊ってもらえるんじゃ

ないかというのが

00�05�47.080 --> 00�05�53.080

この習慣かみたいな⾔葉が好きだったりだとか タスク管理的なものを

00�05�53.080 --> 00�05�59.080

あとは作業記録 作業ログ ⽇誌みたいな そういうことが好きな⽅には

00�05�59.080 --> 00�06�02.080

⾮常にデイリーノートというものは相性がよく

00�06�02.080 --> 00�06�11.080

今回話すような内容をうまく踏まえていただけると なかなか楽しんでいただけるのではな

いかなと思います

00�06�11.080 --> 00�06�20.080

個⼈的なデイリーノートの何がいいのか 3つぐらい考えてきたんですけれども

00�06�20.080 --> 00�06�26.080

1つはまず⾃分の好きなテンプレートを作ることができる

00�06�26.080 --> 00�06�33.080

ここに毎⽇どんなことを書こうかっていうのが ある程度型が決まっているんであれば

00�06�33.080 --> 00�06�37.080

テンプレートを多少作り込んであげることで

00�06�37.080 --> 00�06�42.080

毎⽇ ⼿間がかかるようなこと 忘れないようにしたいことみたいなものを



00�06�42.080 --> 00�06�46.080

⼀覧として表⽰することができる

00�06�46.080 --> 00�06�52.080

デイリーノートのメリットは とにかくここに全部書いといたら あとはなんとでも⾒つけら

れる

00�06�52.080 --> 00�06�58.080

新しいノートをがんがん増やしていくよりも まずはデイリーノートに書けばいいという

00�06�58.080 --> 00�07�01.080

判断ができるというのが⼤きなメリットで

00�07�01.080 --> 00�07�06.080

同時にデジタルのデメリットなんですけれども

00�07�06.080 --> 00�07�13.080

いくらでも無限にどれだけでも保存できてしまうが ゆえに数が多くなりすぎてしまうって

いうのは

00�07�13.080 --> 00�07�19.080

多分最近我々が気づき始めたデジタルの良くないところでもあって

00�07�19.080 --> 00�07�25.080

あえて このデイリーノートをだったら どれだけ書いても次の⽇になったら

00�07�25.080 --> 00�07�30.080

昨⽇の部分は当然 昨⽇のところに消え去っていくので 今⽇はまっさらな気持ちで

00�07�30.080 --> 00�07�34.080

新しいところから始められるんですよね

00�07�34.080 --> 00�07�42.080

これは最近のデジタルの何でも残せるということが デメリットになりかねないということ

に

00�07�42.080 --> 00�07�48.080

気がついた場合に⾮常に重要なことで いわゆるインボックスみたいなやつが

00�07�48.080 --> 00�07�52.080

毎⽇無限に増えてしまうということを 避けられるという意味で

00�07�52.080 --> 00�07�58.080

デイリーノートという概念というかシステム 仕組みを使うというのはすごく

00�07�58.080 --> 00�08�03.080

重要なことなんじゃないかなと思っています



00�08�03.080 --> 00�08�10.080

アトミック・シンキング的な⽬線でいうのであれば デイリーノートというのは

00�08�10.080 --> 00�08�15.080

1年の中の最⼩単位1⽇を快適に過ごすための

00�08�15.080 --> 00�08�23.080

今⽇1⽇をアトミックに過ごすためのノートという これもこういうフレーズを思いつきまし

た

00�08�23.080 --> 00�08�32.080

デイリーノートを使っている最中は未来のこと 明⽇ 明後⽇のこととかそういうことを考え

るんじゃなくて

00�08�32.080 --> 00�08�40.080

今⽬の前にあるこのデイリーノートでやろうと思っていることを ⼀通り書いたり作ったり

して

00�08�40.080 --> 00�08�45.080

先のことは先に考えるのであって デイリーノートを使うときは

00�08�45.080 --> 00�08�53.080

今⽬の前のことに集中しようというふうにできるようにすることが おそらく重要です

00�08�53.080 --> 00�08�59.080

それと同時に書く⾔葉っていうのも 基本的にはこれもできるだけ

00�08�59.080 --> 00�09�04.080

コピペとか⾃動化みたいなことを あまり⽬指すのではなく

00�09�04.080 --> 00�09�12.080

⾃分の⾔葉できちんと書いてきちんと記録を残したりすることを推奨します

00�09�12.080 --> 00�09�17.080

同じく関連するノートというものも アトミックなノートというのは

00�09�17.080 --> 00�09�22.080

他のノートとリンクして何本というものだと思っているので

00�09�22.080 --> 00�09�29.080

関連するノートとできるだけそういうリンクみたいなことっていうのも 作ってあげるとい

うのが⼤事なので

00�09�29.080 --> 00�09�36.080

デイリーノートもアトミックノートの仲間みたいな感じだなっていうふうに 捉えていただ

くと



00�09�36.080 --> 00�09�43.080

Obsidianのデイリーノートが使いやすくなるんじゃないかなと思います

00�09�43.080 --> 00�09�53.080

デイリーノートの主な三つの役割 ⾃分がどういう役割

00�09�53.080 --> 00�09�59.080

どういうことをこのデイリーノートというものでやろうと思っているのか

00�09�59.080 --> 00�10�06.080

⼤きく三つあります さっき出てきたやつですね 習慣化とタスク管理と作業の記録

00�10�06.080 --> 00�10�11.080

この三つに⼤雑把に使ってます

00�10�11.080 --> 00�10�16.080

まず例えば⾃分の習慣にしたいこととか 忘れないようにしたいこと

00�10�16.080 --> 00�10�24.080

いわゆる今年のテーマみたいなやつって 作って忘れちゃうんですよね ほっといたら

00�10�24.080 --> 00�10�32.080

忘れないようにするにはどうしたらいいかっていうと ⼀番簡単なのは毎⽇⾒るようにする

こと

00�10�32.080 --> 00�10�38.080

じゃあ毎⽇⾒るようにするためにはどうしたらいいかっていうと デイリーノートのテンプ

レートに

00�10�38.080 --> 00�10�43.080

毎⽇⾒たいこと 毎⽇知りたいことを書いておいてあげれば 新しいノートを開いた時にも

00�10�43.080 --> 00�10�47.080

⾃動的にちゃんと記録ができるようになる

00�10�47.080 --> 00�10�52.080

で ⾃分の場合 今の⾃分のこれ 今⽇のデイリーノートなんですけど

00�10�52.080 --> 00�11�00.080

これとかはこの忘れないようにするために 毎⽇忘れないために⾒るというやつで

00�11�00.080 --> 00�11�07.080

作業記録っていうのを付けてるんですけど カテゴリーみたいなものも⼀緒に残しておいた

ほうが

00�11�07.080 --> 00�11�16.080

便利だろうなって思っているんですけれども その作業記録にカテゴリー書くのいつも忘れ

てるんで



00�11�16.080 --> 00�11�22.080

ここに書くようにしてます 他にも例えば 今年のテーマみたいなものが思いついたら

00�11�22.080 --> 00�11�30.080

テンプレートのところに記⼊してあげて 毎⽇忘れないようにしたいことというのを

00�11�30.080 --> 00�11�36.080

テンプレートに変えてしまうというのは まずデイリーノートの割とよくある使い⽅の⼀つ

00�11�36.080 --> 00�11�42.080

で もう⼀つが いわゆるタスク管理 やることリストというのを書いたとしても

00�11�42.080 --> 00�11�47.080

やることリストを書いた やることリストを⾒てなければ やることを忘れてしまう

00�11�47.080 --> 00�11�54.080

ものすごく当たり前なことなんだけれども 結構重要なことで なので結局やることリストみ

たいなのも

00�11�54.080 --> 00�11�59.080

毎⽇絶対⾒る場所に書いとかないといけないんですよね 毎⽇確実にやろうと思ったら

00�11�59.080 --> 00�12�07.080

ということは デイリーノートに書いとくのが理屈としては ⾮常に利にかなっていて楽にで

きるはず

00�12�07.080 --> 00�12�13.080

ここに今⽇やることっていうサンプルがあるんですけれども こういうような感じで

00�12�13.080 --> 00�12�19.080

今⽇やることが これは後で紹介するんですが データビューというやつを使って

00�12�19.080 --> 00�12�25.080

今⽇やろうと思っていることを 半⾃動で表⽰できるようにしています

00�12�25.080 --> 00�12�33.080

あとは作業の記録 これも何かやったことを 今⽇は何をやったということを書いておくって

いうのって

00�12�33.080 --> 00�12�39.080

中⻑期で何回も繰り返している場合に 当時どのぐらいのことがやれていたんだろうだとか

00�12�39.080 --> 00�12�48.080

毎⽇⾃分ができる仕事の量みたいなものを把握するためにも ⾮常に重要なことなんですけ

れども

00�12�48.080 --> 00�12�59.080

同じくこれも少なくとも⾃分は余裕で忘れちまっていました 書くことを忘れてしまって 作



業記録を書くことがめんどくさいのではなく

00�12�59.080 --> 00�13�09.080

忘れてしまった作業記録を思い出して書くのはすごいめんどくさい なので常にここに表⽰

していれば ここ空いてるんですよね

00�13�09.080 --> 00�13�18.080

ってなると 何かやった場合にできるだけ忘れずに ここに何をやったかを記録が残せるよう

になる

00�13�18.080 --> 00�13�25.080

そういう点でも 例えばテンプレートにこうやって 作業記録みたいなものをつけておいてあ

げる

00�13�25.080 --> 00�13�32.080

書く欄をあらかじめ作っておいてあげる というのはなかなかおすすめな便利な⽅法です

00�13�32.080 --> 00�13�42.080

あとはメモ帳として ⼀番下の欄とかに ここから下は好きなように⾃分が思いついたことを

書く欄として

00�13�42.080 --> 00�13�54.080

メモ欄というのも同じように⽤意をしています これが⼤雑把なデイリーノートで

00�13�54.080 --> 00�14�05.080

普段⾃分がやろうとしていることの概念的な話ですね あとはもうちょっと具体的に実際に

どこにどういうふうに書いているか

00�14�05.080 --> 00�14�14.080

これを⾒ていただくと これがテンプ サンプルですね 今⽇のやることのサンプル

00�14�14.080 --> 00�14�24.080

いくつか昔の⽂とかも⾒ていただきながらっていうのが⼀番分かりやすいと思うんですけれ

ども

00�14�24.080 --> 00�14�34.080

⼀番上はここはアウトラインでテンプレートとして 今⽇の調⼦気分みたいなやつと昼夜何

を⾷べたかみたいなメモと

00�14�34.080 --> 00�14�42.080

今⽇やろうとしていること 何をやろうとするのかっていうことを ここにフリーライティン

グとして毎⽇書くようにしていて

00�14�42.080 --> 00�14�51.080

同じくここに作業記録として どんなことをやろうとしているのかっていうのを書いていま

す



00�14�51.080 --> 00�14�59.080

例えば1⽇前になると こっちですね

00�15�02.080 --> 00�15�15.080

これが1⽇昨⽇のデイリーノート こういう感じで だいたいフリーライティングしているのも

どのぐらいのことかっていうのも少しだけ書いていたりだとか

00�15�15.080 --> 00�15�24.080

こういう感じで 作業記録の欄には このks ナレッジスタックに書いて

00�15�24.080 --> 00�15�35.080

実際に関することをやった場合に付けている記録と ここにどのファイルを操作したのか 具

体的にどういうことをやったのか

00�15�35.080 --> 00�15�44.080

同じ ここもこういうことをやって 内容として 昨⽇から書き始めてこういうことをやりまし

たみたいな感じで

00�15�44.080 --> 00�15�58.080

さらっとやったことを書いています これも例えばなんですけど ここからドラッグドロップ

でリンクが作れる

00�15�58.080 --> 00�16�04.080

ここが⾃分の将来的なやること⼀覧みたいなのが並ぶようになっている場所なんですよね

00�16�04.080 --> 00�16�13.080

こういうのとかもやり終えた場合に こうやって作業記録みたいなところで ドラッグで持っ

てきてあげてもいいし

00�16�13.080 --> 00�16�18.080

なんなら今からやろうと思っていることが もう決まっているんだったら

00�16�18.080 --> 00�16�24.080

先にこういうふうにやろうと思っていることを登録しておいてあげれば

00�16�24.080 --> 00�16�37.080

その上から順番に実際に作業をしていけば そのまま記録を付けたり このファイルで何かの

仕事をするみたいなこともできるんじゃないかなと思います

00�16�37.080 --> 00�16�48.080

もうちょっと前の⽇ もう⼀⽇前とかも 最近冬休みモードであんまりいろんなことを対して

やっていないんですけれども

00�16�48.080 --> 00�16�53.080

こういう感じのことをやっていたり 何も書き忘れているんじゃないよということで

00�16�53.080 --> 00�16�58.080

今⽇は何も書かなかったので なしみたいな記録が残っていたりだとか



00�16�58.080 --> 00�17�17.080

こうやって ⼀番下のメモ欄みたいなやつっていうのは 書いたものは基本的にメモというの

は後から個別のノートというものに分けるということをやっています

00�17�17.080 --> 00�17�29.080

全部そうかな まあやったこととか これは割と趣味的な要素が多いんですけれども 何もなけ

ればこんな感じで

00�17�29.080 --> 00�17�35.080

もうちょっと前に遡るといいかもしれないですね こういう

00�17�38.080 --> 00�17�49.080

ちょっといっぱい書いている場合は 結構記録が多い⽇はあったりもして 家族会議の記録み

たいなものを書いている場合には

00�17�49.080 --> 00�17�54.080

こんな感じで何書いたかみたいなことを割と眺め残していたりだとか

00�17�54.080 --> 00�18�02.080

あとはここに⼀番下に何も書いてない欄というのを 逆に作らないようにする

00�18�02.080 --> 00�18�15.080

基本的に書いた場合は 書いたメモはできる限り別のノートとして扱えるようにしていくと

いうのが ⾃分のデイリーノートの使い⽅の⼀つです

00�18�15.080 --> 00�18�29.080

ここがいわゆるログの記⼊欄と 作業記録忘れないようにしたいことをここに書いているも

の

00�18�29.080 --> 00�18�38.080

ここで作業ログみたいなやつを アウトラインの形式で書いているんですよね

00�18�38.080 --> 00�18�47.080

先頭に配分をつけてタブでインデントするみたいな これが要するにいわゆるログシークみ

たいなやつと同じことなんですけど

00�18�47.080 --> 00�18�54.080

これをやっておいてあげると 何が便利かというと 作業記録っていうのを押してあげたとき

に

00�18�54.080 --> 00�19�05.080

このリンクされているノートっていうので ログシークと同じように 作業記録の下に書いて

るやつは全部表⽰できるんですよね ここに

00�19�05.080 --> 00�19�13.080

⾃分の場合 これでだいたいログシークでやりたいと思っていることは だいたいこと⾜りる

なと思って



00�19�13.080 --> 00�19�26.080

ここに⾃分が過去これだと 実際に記録を付け始めたところまで全部遡れるので 10⽉24⽇ぐ

らいまでここで

00�19�26.080 --> 00�19�33.080

作業記録をObsidiaに切り替えたみたいなことが 書いてあったりもするんですけれども

00�19�33.080 --> 00�19�41.080

こんな感じで作業記録が⼀通り遡れれば 結構⼗分に便利なんじゃないかなと思っていて

00�19�41.080 --> 00�19�47.080

他にも例えばそれで⾔うと 作業記録の下に

00�19�47.080 --> 00�19�54.080

このKSみたいなNarrative Stackのリンクがあるので これを開いてあげると

00�19�54.080 --> 00�20�05.080

そのNarrative Stackに関してやった作業記録みたいなのも こうやって割と簡単に⼀通り

00�20�05.080 --> 00�20�12.080

この時期にこんなことをやっているんだな みたいなことを振り返ることもできるし

00�20�12.080 --> 00�20�26.080

同じく この今プレゼンで使っているノート これ⾃体もその作業記録というか

00�20�26.080 --> 00�20�33.080

タスクのノートをそのまま今⽇⼈前で話すときに 使っているということをやっているんで

すけれども

00�20�33.080 --> 00�20�44.080

それに関しても⼀番下にこうやって この時期にこういうことをやっているっていう感じの

記録なんかも残っていて

00�20�44.080 --> 00�20�55.080

特に中⻑期でやるような⼤きな出来事の場合には 結構活⽤の幅が広いんじゃないかなと思

っていて

00�20�55.080 --> 00�21�06.080

次の本を作ろうと思っている時のノートなんかの場合に いつぐらいから始めていて その時

期にどんなことをやっているのかというのも

00�21�06.080 --> 00�21�16.080

これで⼀通りざっと振り返ることができる こうすると実際にこれやっていることが

Obsidianのノートなんで

00�21�16.080 --> 00�21�23.080

うまく連動してくれるんですよね 記録とやることがやったことにそのままなるっていうの

かな



00�21�23.080 --> 00�21�33.080

っていうのがさらにこういったアウトライン表⽰で ⼀覧してみるということが⼀通りでき

るんで

00�21�33.080 --> 00�21�42.080

⾃分の場合ログシーク的なことでやりたかったのは これ⼀覧で振り返ることぐらいだった

ので

00�21�42.080 --> 00�21�58.080

できた段階で⼗分⾃分的にはObsidianの デイリーノートで⼗分使えるものになったんじゃ

ないかなと思うようになりました

00�21�58.080 --> 00�22�05.080

もう⼀つ ⼆つ⽬が今⽇やることって書いてあるやつ

00�22�05.080 --> 00�22�17.080

これは単純に毎⽇今⽇やることをこの上から順番に⼀通り⼿をつけて完了させれば ⼀応完

了したという設定に

00�22�17.080 --> 00�22�26.080

設定というかことにしています これがパッと⾒だと⾃分でリストを作っているように⾒え

るんですけど

00�22�26.080 --> 00�22�36.080

ここは実はそのデータビューというやつで⾃動で今⽇やるべきことというのを書き出すよう

にしてるんですよね

00�22�36.080 --> 00�22�45.080

例えばなんですけどそこをこれが今⽇書こうとしている内容

00�22�45.080 --> 00�23�03.080

ここに並んでいる順番というのが 期⽇が既に今⽇より 前のSRDU 期⽇が今⽇よりも以前の

ものを⽇付が早い順に 遠い順に並べるというふうに並べるようにしていて

00�23�03.080 --> 00�23�19.080

スペーストレペティションという 今までのセミナーで何回か紹介しているんですけれども

間隔学習ツールというものをノートでのタスク管理の仕組みにも使うということをやってお

り

00�23�19.080 --> 00�23�26.080

ここでショートカットキーを押してあげると この⽇付が⾃動的に変わるんですよね

00�23�26.080 --> 00�23�41.080

その暗記的な仕組みによって これが⽇付が1⽉8⽇ 今⽇よりも未来の⽇付に変わってくれた

ので 今⽇やることからは1個消え去ってくれる



00�23�41.080 --> 00�23�49.080

ここに次にアトミック読書術みたいなことをやっていて これ本の執筆ですよね これを⾒な

がら本を書いて

00�23�49.080 --> 00�24�00.080

実際にここページを開いたりして何かやって 本が今⽇やることを終わったと思った場合は

再びショートカットで

00�24�00.080 --> 00�24�13.080

⾃分の場合このコマンド3というものを押してあげると ⽇付がそのプラグインの⼒で⽇付が

未来の⽇付に変わってくれるので

00�24�13.080 --> 00�24�20.080

今⽇やることからもう1個消えていきました 例えば これはいいかな

00�24�20.080 --> 00�24�29.080

これも 今⽇Obsidian 次回のブックカタリストの台本作りみたいなやつも 今⽇はやることを

やったのでおしまいにします

00�24�29.080 --> 00�24�36.080

というので 上から順番に処理をしていく

00�24�36.080 --> 00�24�46.080

ここも同じく 今後書こうと思っている Knowledge Stackの記事 これも何か書くことができ

たらおしまいにする

00�24�46.080 --> 00�24�57.080

こういう感じで 上から全部おしまいすることができたら 完了だよっていう仕組みに作って

いるんですけども

00�24�57.080 --> 00�25�06.080

ここってプラグインで⾃動で切り替わるようにしてるんですけど 当然 ⼿動で切り替えてあ

げても ちゃんと変わってくれるんですよね

00�25�06.080 --> 00�25�17.080

例えば こういうNarrature Stackのセミナーの次回の招待の記事とかって 1⽉20⽇になって

いるんですけど

00�25�17.080 --> 00�25�23.080

そんな早く始める必要ないやと思ったら 1⽉25⽇ぐらいにすればいいかなって思えば

00�25�23.080 --> 00�25�30.080

ここを25⽇にしてあげれば 25⽇以降に出るようになるし

00�25�30.080 --> 00�25�37.080

こういうセミナーのアーカイブとか これは今⽇やらないといけないことなので ⽇付きは今

⽇にしておくんですけれども



00�25�37.080 --> 00�25�47.080

他にもPodcastを編集してアップロードするやつ 10⽇にアップロードするんだから 9⽇にや

ればいいかなって思うんであれば

00�25�47.080 --> 00�25�55.080

ここで9⽇に変えておいてあげれば ここからは消えて先送りが無事にできる

00�25�55.080 --> 00�26�08.080

⼀応 ここに書いてあることを全部こなせたら ⾃分の中でやるべきことというのは全て終わ

ったなっていう判定ができるようになっていて

00�26�08.080 --> 00�26�17.080

ちょうどシュンさんが⽇付が決まっていないタスクのようなものとかも うまくDaily Noteに

反映させるっていうのも

00�26�17.080 --> 00�26�24.080

この辺のことをうまいこと応⽤させてあげれば できるんじゃないかなと思っていて

00�26�24.080 --> 00�26�34.080

そのためのコツっていうのがさっき⾒せたDataviewで どういうコマンドというか データベ

ースのクエリみたいな感じなんですけど

00�26�34.080 --> 00�26�40.080

どういうものを表⽰してあげるといいのかっていうやつで

00�26�40.080 --> 00�26�50.080

先にちょっとここに⾏っておくんですけども このDataviewで実際に書いているのは

00�26�50.080 --> 00�26�56.080

こんな感じの⽂章がこれ 今⽇やることっていうところを表⽰するための

00�26�56.080 --> 00�27�00.080

Dataviewの仕組みというかクエリなんですよね

00�27�00.080 --> 00�27�08.080

すごい簡単に⾔うと 英語で⽂章で読んでみると割と分かりやすいんですけど

00�27�08.080 --> 00�27�12.080

ListFromWorking andNotesTemplate

00�27�12.080 --> 00�27�19.080

Workingのタグがついていて なおかつビックリマークは指定Notですね

00�27�19.080 --> 00�27�27.080

場所がノート テンプレートの中に⼊っていないものをListとして並べてあげる

00�27�27.080 --> 00�27�33.080

Whereなのでどこにあるのか どこからどれを並べてあげるのか



00�27�33.080 --> 00�27�40.080

このさっき書いた1番⽬のSRDueというものが 今⽇の⽇付よりも少ないもの

00�27�40.080 --> 00�27�43.080

過去のものというものを並べてあげましょう

00�27�43.080 --> 00�27�49.080

で 相当は並び替えですね 並び替える順番というものを

00�27�49.080 --> 00�27�54.080

SRDueの順番でアセンド 標準に並び替えていく

00�27�54.080 --> 00�27�58.080

標準で合ってるのかな だと思うんですけれども

00�27�58.080 --> 00�28�04.080

というふうにやってあげることで 難しい⽂章を⾔ったんですけども

00�28�04.080 --> 00�28�11.080

簡単に⾔うと ノートにworkingっていうタグをつけておいて

00�28�11.080 --> 00�28�16.080

このSRDueっていうものが 今⽇より前になれば前のやつは

00�28�16.080 --> 00�28�20.080

全部ここに出てくるっていう仕組みを作ってあげれば

00�28�20.080 --> 00�28�23.080

⾃動的に全部ここに出すようにできる

00�28�23.080 --> 00�28�27.080

逆に⾔うと ここで仕事が終わったんであれば

00�28�27.080 --> 00�28�31.080

workingのタグを消してあげればいいんですよね

00�28�31.080 --> 00�28�34.080

これも終わったっていうんで 消してあげれば

00�28�34.080 --> 00�28�39.080

ここから⾃動的に終わったので消えてくれる

00�28�39.080 --> 00�28�43.080

っていう感じで 今⽇やることというのをこんな感じで

00�28�43.080 --> 00�28�50.080

⼤体データビューを使って 上から順番にこなしていくというのを



00�28�50.080 --> 00�28�53.080

やるようにしています

00�28�53.080 --> 00�29�15.080

で データビューの話をしたので

00�29�15.080 --> 00�29�22.080

実際のDaily Noteがどういう画⾯になっているのか

00�29�22.080 --> 00�29�28.080

今 皆さんにお⾒捨てしている画⾯というか

00�29�28.080 --> 00�29�33.080

画⾯のレイアウト 構成みたいなものが

00�29�33.080 --> 00�29�39.080

普段⾃分が使っているノーマルモード 通常モードというのが

00�29�39.080 --> 00�29�43.080

こういう感じの画⾯構成で使っています

00�29�43.080 --> 00�29�49.080

⼀番左にこのファイルの⼀覧を並べるようにしていて

00�29�49.080 --> 00�29�54.080

フォルダがいくつかあって この読んでいる本のノートがあって

00�29�54.080 --> 00�30�01.080

ここに⽇付を書いたやることタスクリストノートみたいなものが

00�30�01.080 --> 00�30�06.080

置いてあって ここ左側の列というのがいわゆる

00�30�06.080 --> 00�30�08.080

作業スペース的なやつ

00�30�08.080 --> 00�30�15.080

右側が常にDaily Noteを表⽰するような場所というのにしていて

00�30�15.080 --> 00�30�18.080

これも⼩ネタなんですけれども

00�30�18.080 --> 00�30�21.080

ObsidianってPinという機能があるんですね

00�30�21.080 --> 00�30�23.080

ピンドメをする Pin, Unpin



00�30�23.080 --> 00�30�26.080

このピンを⽌めておいてあげると

00�30�26.080 --> 00�30�32.080

リンクを押したときにもこのページが切り変わらない

00�30�32.080 --> 00�30�33.080

移動されない

00�30�33.080 --> 00�30�40.080

なので このリンクを押しても全部左側に開いているんですよね

00�30�40.080 --> 00�30�44.080

こういう感じで

00�30�44.080 --> 00�30�49.080

これによってさっき⾃分が⾔っていた

00�30�49.080 --> 00�30�55.080

作業記録を書かねばならんということを忘れないようにできる

00�30�55.080 --> 00�30�59.080

ここで仮にピンを外してしまって

00�30�59.080 --> 00�31�03.080

こうやってページを切り替えちゃうと ここでページ切り替わっちゃうんですよね

00�31�03.080 --> 00�31�06.080

そうすると ここで仕事をしてたときに

00�31�06.080 --> 00�31�12.080

作業記録を書かねばならんみたいなものを忘れてしまう

00�31�12.080 --> 00�31�16.080

それを防ぐことができる Daily Noteの前後の移動なんかでも

00�31�16.080 --> 00�31�19.080

ピンを⽌めてみると

00�31�19.080 --> 00�31�24.080

Daily Noteは必ず動かないんですよね

00�31�24.080 --> 00�31�29.080

ピンは最近はよく使うようになったので

00�31�29.080 --> 00�31�33.080

このObsidianのコマンドパレット機能 コマンドを起動するときの



00�31�33.080 --> 00�31�37.080

⼀番上にこのピンをオンオフする機能というのも

00�31�37.080 --> 00�31�40.080

すぐに出せるように変えました

00�31�40.080 --> 00�31�42.080

こういう感じで

00�31�42.080 --> 00�31�46.080

コマンドPを押してエンター押してあげれば

00�31�46.080 --> 00�31�48.080

ピンをつけたりだとか

00�31�48.080 --> 00�31�53.080

これも⼀発でピンをつけたり外したりするみたいなことを

00�31�53.080 --> 00�31�56.080

できるようにするようにしました

00�31�56.080 --> 00�32�00.080

これで右側には常にDaily Noteを表⽰しつつ

00�32�00.080 --> 00�32�03.080

左側がメインで作業をする

00�32�03.080 --> 00�32�07.080

これを基本のレイアウトにしておくというのが

00�32�07.080 --> 00�32�11.080

割と重要なこと ⾃分の中でこれをやったことで

00�32�11.080 --> 00�32�15.080

だいぶ同じく作業記録がきちんと残せるように

00�32�15.080 --> 00�32�19.080

なったなと思っています

00�32�19.080 --> 00�32�21.080

で Daily Noteの移動も

00�32�21.080 --> 00�32�23.080

昨⽇の分だとかおとといの分

00�32�23.080 --> 00�32�27.080

基本的には毎⽇前⽇のノートは振り返って



00�32�27.080 --> 00�32�30.080

書いてない欄をきちんと埋めて

00�32�30.080 --> 00�32�34.080

⼀番下に書いてある⾃由なノートとかを整理する

00�32�34.080 --> 00�32�36.080

みたいなこともやっているので

00�32�36.080 --> 00�32�41.080

キーボードショートカットもそのあたりを割り当てておくと便利で

00�32�41.080 --> 00�32�46.080

⾃分の場合 Command+Ctrl+Dで

00�32�46.080 --> 00�32�50.080

今⽇のノートを表⽰するようにしていて

00�32�50.080 --> 00�32�51.080

Previousですね

00�32�51.080 --> 00�32�57.080

Command+Ctrl+Pで前⽇のDaily Noteに移動する

00�32�57.080 --> 00�33�00.080

Command+Ctrl+N Nextで

00�33�00.080 --> 00�33�04.080

次の⽇のDaily Noteに移動するというショートカットを

00�33�04.080 --> 00�33�08.080

割り当てています このあたりも作っておくと

00�33�08.080 --> 00�33�12.080

過去の分 昨⽇の分とか書いてない欄があれば

00�33�12.080 --> 00�33�14.080

そこを埋めるとかっていうのも

00�33�14.080 --> 00�33�18.080

毎⽇のやることとしてやっていたりもするので

00�33�18.080 --> 00�33�23.080

そのあたりなんかもキーボードショートカットを設定しておくことは

00�33�23.080 --> 00�33�30.080

Obsidianを楽に使うためには⾮常に重要なことだと考えています



00�33�30.080 --> 00�33�36.080

で Outlineで書いているのはさっきも話したんですけども

00�33�36.080 --> 00�33�40.080

これですね このリンクが過去まで⾒えるようになるというやつ

00�33�40.080 --> 00�33�44.080

作業記録というのが全部⾒えたりだとか

00�33�44.080 --> 00�33�47.080

多くの⼈にとって必要ないかもしれないんですけれども

00�33�47.080 --> 00�33�50.080

晩御飯みたいなやつを押してあげると

00�33�50.080 --> 00�33�54.080

過去の⼀週間分の

00�33�54.080 --> 00�33�58.080

⼀週間とか全ての分の晩御飯のリストみたいなのも出るので

00�33�58.080 --> 00�34�02.080

今⽇のご飯何しようかなって悩まれている⽅とかは

00�34�02.080 --> 00�34�06.080

こうやって過去の分から探ってくることもできるし

00�34�06.080 --> 00�34�10.080

よく作るメニューみたいなやつは

00�34�10.080 --> 00�34�14.080

ちゃんとレシピノートみたいなものも作るようにしていて

00�34�14.080 --> 00�34�17.080

レシピノートも当然⼀番下に⾏けば

00�34�17.080 --> 00�34�20.080

過去に作った時に これなんかは名もメモがないんですけども

00�34�20.080 --> 00�34�22.080

反省点なんかがあれば

00�34�22.080 --> 00�34�28.080

同じくDaily Noteのレシピの欄の下のとこに書いておいてあげれば

00�34�28.080 --> 00�34�35.080

そうかこの連鎮障害器を作る時はこういうことに気をつけないといけないんだなというのも



00�34�35.080 --> 00�34�37.080

割と簡単に振り返れる

00�34�37.080 --> 00�34�40.080

これはあれですね そのログシークなんかを使い慣れている⽅は

00�34�40.080 --> 00�34�46.080

同じようなことを割とやっているんじゃないかなと思うんですけれども

00�34�46.080 --> 00�34�50.080

そういう感じで アウトラインにしておくというのが

00�34�50.080 --> 00�34�54.080

意外と⾃分の場合には相性が良くこうやって

00�34�54.080 --> 00�34�59.080

たくさんほど難しいことをするわけではなく これをまとめて上にやりたいとか

00�34�59.080 --> 00�35�01.080

そういう⾼度なことをしようとすると

00�35�01.080 --> 00�35�05.080

やっぱちゃんとしたアウトライナーの⽅がいいんじゃないかなって思うんですけども

00�35�05.080 --> 00�35�10.080

開業したり 1個上に⾏ったり下げたりする程度のことしか

00�35�10.080 --> 00�35�15.080

⾃分の場合は⽇常のメモ的なものを書くのであれば

00�35�15.080 --> 00�35�19.080

このぐらいの機能で⼗分かなというのが

00�35�19.080 --> 00�35�25.080

アウトライナーで アウトラインで書いている理由というのかな

00�35�25.080 --> 00�35�31.080

その該当箇所だけがちゃんと⾒えるようになっていたというのがその発⾒ですね

00�35�31.080 --> 00�35�44.080

で データビュー 他にも同じく データビューのもうちょっと⼩ネタなんですけれども

00�35�44.080 --> 00�35�49.080

こういう感じで データビュー 基本的にこのリストとフロムが何なのか

00�35�49.080 --> 00�35�53.080

Where この2つさえ使えれば 何でもできるよっていう感じで



00�35�53.080 --> 00�36�00.080

例えばこのThinkingっていう考えたいことが書いてあるタグものに

00�36�00.080 --> 00�36�04.080

Thinkingというタグを付けていて

00�36�04.080 --> 00�36�09.080

⽇付が 今⽇よりも前のものを5個だけここに表⽰する

00�36�09.080 --> 00�36�12.080

みたいなことをやっているんですけども これをやっておいてあげれば

00�36�12.080 --> 00�36�18.080

例えばいつかやりたいと思っているやつを5個だけここに載せておいてあげて

00�36�18.080 --> 00�36�23.080

これも同じくデータビュー こっちのノートの使い⽅と同じなんですけれども

00�36�23.080 --> 00�36�31.080

ノート開いて いつかやりたいことやれそうなことをここに書いて考える

00�36�31.080 --> 00�36�34.080

書き終わったなと思えば

00�36�34.080 --> 00�36�40.080

SpaceのRepeationのショートカットで未来のところに送ってあげれば

00�36�40.080 --> 00�36�46.080

これでひとまずいつかやりたいことに ちょっと⼿をつけることができた

00�36�46.080 --> 00�36�51.080

ここは5個ぐらいに制限しておいているのが⾃分の場合のポイントで

00�36�51.080 --> 00�36�56.080

あんまりたくさん出ても邪魔だっていうのと このぐらい⾒えてれば

00�36�56.080 --> 00�37�02.080

気になっている範囲としては⼗分なのかな こういう感じで整理したいノート

00�37�02.080 --> 00�37�08.080

基本的には⾃分は毎⽇全部ゼロにするようにはしているんですけれども

00�37�08.080 --> 00�37�13.080

整理したいノートの⼀覧というのを こうやって出しておいてあげることで

00�37�13.080 --> 00�37�16.080

割と簡単に



00�37�16.080 --> 00�37�20.080

そういう 今⽇やりたいと思っていることですね こっちはやろうと

00�37�20.080 --> 00�37�25.080

やらなければいけないことは上のこっちにあって

00�37�25.080 --> 00�37�29.080

やりたいと思う できるだけやりたいと思っていることというのが

00�37�29.080 --> 00�37�33.080

こっちにある それを割と簡単にデータビューを使って

00�37�33.080 --> 00�37�38.080

⾃動で取り出すことができるようになっている

00�37�38.080 --> 00�37�41.080

こういう感じで これが

00�37�41.080 --> 00�37�46.080

Daily Noteのテンプレート 他にも例えばなんですけど

00�37�46.080 --> 00�37�50.080

もうちょっと難しいマニアックなことをやろうと思うと

00�37�50.080 --> 00�37�55.080

リストだけじゃなくてテーブルでも表⽰できるようになっていて

00�37�55.080 --> 00�38�00.080

⾃分の場合はそんな⼤したことはやっていないんですけれども

00�38�00.080 --> 00�38�04.080

読み終えた本のリストみたいなのを例えばデータビューで

00�38�04.080 --> 00�38�09.080

⾃動で表⽰するということも可能です こっちがリストで

00�38�09.080 --> 00�38�16.080

⽇付が2023年の1⽉1から12⽉31⽇の範囲内の

00�38�16.080 --> 00�38�20.080

ブックフォルダの中にあるものを

00�38�20.080 --> 00�38�24.080

4台順番に書いておく

00�38�24.080 --> 00�38�27.080

同じくここにもうちょっとパラメータを⾜しておいてあげると



00�38�27.080 --> 00�38�32.080

こうやって書籍名と読み終えた⽇と

00�38�32.080 --> 00�38�37.080

例えばこれはAmazonのリンクみたいなのを貼るっていうのも

00�38�37.080 --> 00�38�39.080

できるようになっていて

00�38�39.080 --> 00�38�45.080

細かい設定の仕⽅とかそういうのはまた次回以降にやろうと思うんですけれども

00�38�45.080 --> 00�38�48.080

こういう感じでテーブルとして

00�38�48.080 --> 00�38�51.080

ファイルのリンクを書籍名として出して

00�38�51.080 --> 00�38�54.080

⽇付を独了⽇として出して

00�38�54.080 --> 00�38�59.080

URLっていうランドものをこうやって出すっていう感じにしておいてあげると

00�38�59.080 --> 00�39�05.080

こうやって読んだ本リストみたいなものも⾃動で出してきてくれるので

00�39�05.080 --> 00�39�13.080

ここにデートっていうのの⽇付がさっきの独了⽇っていうところに出るようになっていて

00�39�13.080 --> 00�39�21.080

ここのURLっていうのが出てくるやつですね これは例えばAmazonのリンクを貼っといたら

00�39�21.080 --> 00�39�26.080

Amazonのページにすぐ⾏けるんじゃないか便利なんじゃないかと思ってやっているんです

けども

00�39�26.080 --> 00�39�30.080

今のところめんどくさいのであんまりやれていない

00�39�30.080 --> 00�39�35.080

こういうふうにURLのところに⼊れておいてあげると

00�39�35.080 --> 00�39�42.080

ここでこうやって今まで読んだ本をテーブル上でサクッとできるようになる

00�39�42.080 --> 00�39�49.080

こういうのは基本的にNotionが得意なことなのであんまりオブシディアンで頑張りすぎると



00�39�49.080 --> 00�39�54.080

本末転倒というか本来やりたいことに集中できなくなってしまうので

00�39�54.080 --> 00�39�59.080

どの程度しっかりやるかというのは考えどころではあるんですけれども

00�39�59.080 --> 00�40�08.080

⽇付出せて順番に出せるぐらいなら⼀⼿間オブシディアンのノートに読み終えた⽇に

00�40�08.080 --> 00�40�12.080

本を読み終わったらこのデートの欄に⽇付を書くっていうぐらいだったら

00�40�12.080 --> 00�40�15.080

やってもいいんじゃないかなって思っているので

00�40�15.080 --> 00�40�20.080

このぐらいの感じで緩い感じでやるようにしています

00�40�20.080 --> 00�40�30.080

あとGU記⼊欄の話ですね

00�40�30.080 --> 00�40�38.080

この⼀番下の欄っていうのは結構何でも好きなように書くことを書いているというのかな

00�40�38.080 --> 00�40�44.080

今⽇終わったら何かが終わったら思いついたことがあれば

00�40�44.080 --> 00�40�48.080

ここに何でも書いていく

00�40�48.080 --> 00�40�53.080

この辺は基本的に全部好きなように書くようにしていて

00�40�53.080 --> 00�41�01.080

ここは好きなことをいくらでも書いていっていいんですけれども

00�41�01.080 --> 00�41�05.080

その翌⽇に⼀つのノートに分け

00�41�05.080 --> 00�41�15.080

ここの欄というのは次の⽇に整理してアトミックなノートとして分けるというのを原則にし

ています

00�41�15.080 --> 00�41�26.080

実際のDailyのテンプレートがこんな感じですよっていうのが今ここにあるやつなんですけ

れども



00�41�28.080 --> 00�41�38.080

こんな感じこのノートの中のテンプレートフォルダの中のDailyというところにこういう感

じで今書こうと思っていること

00�41�38.080 --> 00�41�43.080

このファイルさ開いてあげればいつでもすぐにサクッとテンプレートは変えられるので

00�41�43.080 --> 00�41�48.080

そのテンプレートは毎⽇とは⾔わないですけれども

00�41�48.080 --> 00�41�52.080

しょっちゅうちょっと直そうちょっと変えようと思ったらどんどん変えていったらいいと思

います

00�41�52.080 --> 00�41�55.080

そういう今⽇テーマにしたいことだとか

00�41�55.080 --> 00�42�00.080

この数⽇覚えておきたいことみたいなやつもここに書いておいてあげれば

00�42�00.080 --> 00�42�04.080

毎⽇必ず⽬にすることができるので下⼿にメモ帳とかに書いておいて

00�42�04.080 --> 00�42�09.080

そのメモ帳の⾒やすい場所に書いておこうっていうふうに書くぐらいならば

00�42�09.080 --> 00�42�16.080

Dailyノートの例えばテンプレートの⼀番上のところだったりここに忘れたくないことをこ

こに書く

00�42�20.080 --> 00�42�28.080

こうやって書いておいたら明⽇ノートに開いた場合にこれを⾒落とすことは普通はないでし

ょうと思うので

00�42�28.080 --> 00�42�33.080

こういう感じでどんどんテンプレートに気になることをどんどん書いていくというのが

00�42�33.080 --> 00�42�39.080

習慣化というか忘れないためにも割と役に⽴つことじゃないかなと

00�42�39.080 --> 00�42�47.080

これデータビューが起動しているので思いっきりデータビューでエラーが起こってしまって

いるんですけれども

00�42�47.080 --> 00�42�53.080

ここがちょっと細かなオブシディアンフォーマットなんですけれども



00�42�53.080 --> 00�42�58.080

テンプレートの中にこうやって書いておいてあげると

00�42�58.080 --> 00�43�07.080

Dailyノートを開いた場合にここがその4桁2桁2桁のその⽇付になるようになっているんで

すよね

00�43�07.080 --> 00�43�11.080

テンプレートにはこうやって書いているんですけれども

00�43�11.080 --> 00�43�20.080

こっち側のノートではそれが⾃動的にDailyノートが作成されるときにその⽇付が展開され

て

00�43�20.080 --> 00�43�27.080

この2023年の1⽉7⽇というものに変換される

00�43�27.080 --> 00�43�33.080

この今⽇のノートというのはアーカイブをお送りするときに⼀緒にお送りするので

00�43�33.080 --> 00�43�38.080

そこからコピペなどしていただければいいんじゃないかなと思うんですけれども

00�43�38.080 --> 00�43�43.080

例えばこうやって書いておいてあげればチャットで送ります

00�43�43.080 --> 00�43�48.080

そのデータビューのプラグインさえ⼊っていれば

00�43�48.080 --> 00�43�57.080

こういう感じでこれだとワーキングっていうタグがついているノートだけを表⽰するみたい

なことは簡単にできるので

00�43�57.080 --> 00�44�03.080

⼿が空いているときに聞きながらでもちょっと暇つぶし的な感じで

00�44�03.080 --> 00�44�07.080

ちょろっと試してみたりされてもいいんじゃないかなと思います

00�44�07.080 --> 00�44�14.080

こういう感じでデータビューだとかいくつかノートの整理⽤に

00�44�14.080 --> 00�44�20.080

ここはThinkingというタグのノートを表⽰する場所で

00�44�20.080 --> 00�44�28.080

もう1個同じくトピックレビュードラフトみたいなタグがついているノートを表⽰する場所



00�44�28.080 --> 00�44�36.080

⼀番下はこういうこともできるよっていう実験とか趣味みたいな感じなんですけれども

00�44�36.080 --> 00�44�45.080

去年作ったノートみたいなものをデータビューで表⽰するということもできますっていう

00�44�45.080 --> 00�44�48.080

⼩ネタなんですけれども

00�44�48.080 --> 00�44�54.080

データビューでファイルを作った⽇付みたいなやつっていうのもちゃんと認識できるんです

よね

00�44�54.080 --> 00�44�58.080

where file cday created day=

00�44�58.080 --> 00�45�02.080

もう1個⾯⽩いのがデータビューが⾯⽩いなと思うのが

00�45�02.080 --> 00�45�07.080

⽇付の⾜し算引き算がすごく簡単にできる

00�45�07.080 --> 00�45�13.080

これの場合だと今⽇の⽇付から期間1年を引いた⽇が

00�45�13.080 --> 00�45�19.080

ファイルの作成⽇であるものを表⽰するということがここでできていて

00�45�19.080 --> 00�45�25.080

これによってちょうど1年前に作ったノートみたいなやつをこういうところに書いておいて

あげると

00�45�25.080 --> 00�45�30.080

いわゆる⽇記的な楽しみ⽅っていうタイプだと思うんですけれども

00�45�30.080 --> 00�45�36.080

ここに去年こんなノートを作りましたよっていうのがちょうど出てきてくれて

00�45�36.080 --> 00�45�41.080

例えば⾃分の場合でこんな感じで読み終えた本のリンクがあって

00�45�41.080 --> 00�45�45.080

そういえばこれ読んだなっていう懐かしい感じだったり

00�45�45.080 --> 00�45�49.080

⽣亜良⼀って漫画家ですねのことが



00�45�49.080 --> 00�45�55.080

がちょうど去年のこういう書いてあったりっていう感じでちょっとした

00�45�55.080 --> 00�46�03.080

楽しみとしてもありなんじゃないかなと思って今試験的にこんな感じのことをやっています

00�46�03.080 --> 00�46�12.080

でここら辺が主に前半のデータビュー違います

00�46�12.080 --> 00�46�18.080

デイリーノートでこんな感じのことを書いているという話

00�46�18.080 --> 00�46�24.080

で残りちょっと休憩を挟んで後半ではその今⽇をやることを

00�46�24.080 --> 00�46�29.080

いかにうまくやるのか今どのように管理しているのかっていう話を

00�46�29.080 --> 00�46�32.080

ちょっとやりたいなと思います

00�46�32.080 --> 00�46�37.080

質問など頂いた質問など順番にちょっと答えつつ

00�46�37.080 --> 00�46�43.080

ちょっと休憩というかお茶を飲みながらこの辺の続きをちょっと

00�46�43.080 --> 00�46�48.080

まずいただいたコメントを⾒ていこうと思います

00�46�53.080 --> 00�47�01.080

ログシークをやはり記録に使われている⽅が多いのと

00�47�01.080 --> 00�47�07.080

ニッタさんはワードのアウトライナー機能をやはり使われているんですね

00�47�07.080 --> 00�47�17.080

標準メモでそのデイリーノート的なものを使っているという⽅もいらっしゃるんですね

00�47�17.080 --> 00�47�19.080

⻫藤さん

00�47�19.080 --> 00�47�22.080

それは⾯⽩いな

00�47�22.080 --> 00�47�27.080

飯⽥さんもデイリーノートログシークログとしてですね



00�47�27.080 --> 00�47�32.080

奥住さんは年末にログシークからオブシギアに戻った

00�47�32.080 --> 00�47�38.080

順さんはどっちを使うか悩んでいただけると⾮常にいいと思います

00�47�38.080 --> 00�47�42.080

インバックスゼロとデイリーノートというのはインバックスゼロを

00�47�42.080 --> 00�47�51.080

簡単に誰でもできるというものだと思うのでそのマニアナの法則的にも⾮常に良いと思うし

00�47�51.080 --> 00�47�55.080

ガンガン使っていっていただけるといいと思います

00�47�55.080 --> 00�48�01.080

いつかやりたいことをどのように扱っているかというさっきの話なんですけれども

00�48�01.080 --> 00�48�09.080

ここで⾃分の場合はノート整理っていうのが結局ノートがある意味タスクにもなっていて

00�48�09.080 --> 00�48�13.080

それは後半でも話そうと思っていることなんですけど

00�48�13.080 --> 00�48�23.080

実は⾁体的な動作を伴わないものも仮に⾁体的な動作が必要になるものだとしても

00�48�23.080 --> 00�48�27.080

やるべきこととか何やろうっていうことを書いておくことで

00�48�27.080 --> 00�48�32.080

めっちゃ実際に取り掛かるときに⼿をつけやすくなると思うんですよね

00�48�32.080 --> 00�48�40.080

なのでいわゆるタスク管理みたいなやつっていうのも基本的に1ノートに1タスクを作ってあ

げるということさ

00�48�40.080 --> 00�48�44.080

やってあげればうまく進められるんじゃないか

00�48�44.080 --> 00�48�48.080

それだけでいわゆるタスク管理って⼗分なんじゃないかっていうのが

00�48�48.080 --> 00�48�51.080

最近⾃分が考えていることで

00�48�51.080 --> 00�48�55.080

そこにスペースのレペティションで



00�48�55.080 --> 00�48�59.080

今⽇やることというのを⽇付を期⽇を決めておいて

00�48�59.080 --> 00�49�02.080

やらなかったらもうちょっと先に回す

00�49�02.080 --> 00�49�08.080

さらにやらなかったりさらにちょっと⼿をつけられたら未来に回すということを繰り返して

あげれば

00�49�08.080 --> 00�49�16.080

かなりやりたいことをうまく回していけるのじゃないかなっていうふうに思っています

00�49�16.080 --> 00�49�21.080

スペースとレペティションの話も何回かしてるんですけれども

00�49�21.080 --> 00�49�28.080

細かいことを説明し続けると多分また1回分ぐらい使って詳しく説明しないといけないと思

うので

00�49�28.080 --> 00�49�33.080

それはまた機会があればそのタイミングでやっていきたいなと思っています

00�49�33.080 --> 00�49�39.080

現状は記事をいくつか書いているのでそちらをご覧くださいという感じですね

00�49�39.080 --> 00�49�43.080

そこは記事のリンクはまた後ほど

00�49�43.080 --> 00�49�50.080

送るときに送るときというかアーカイブを送るときに送りしようと思います

00�49�50.080 --> 00�49�54.080

そうですねあと読んでホームリストはぜひ真似してみてください

00�49�54.080 --> 00�49�57.080

これは真似してますですねされているんですね

00�49�57.080 --> 00�50�01.080

これは割と便利なんじゃないかなと思います

00�50�01.080 --> 00�50�07.080

で 順先⽣がやることリストやプロジェクトに関するノートが必ず存在するなら

00�50�07.080 --> 00�50�10.080

デイリーノートの活⽤は魅⼒的だな



00�50�10.080 --> 00�50�15.080

プロジェクトをまとめたトピックノートを作っているので

00�50�15.080 --> 00�50�21.080

紹介されている⽅法だとデイリーに集中できるだろう悩ましい

00�50�21.080 --> 00�50�24.080

両⽅を合体させてしまえばいいと思います

00�50�24.080 --> 00�50�28.080

というかいわゆるプロジェクトをまとめたトピックノートをタスクにして

00�50�28.080 --> 00�50�36.080

そこにやることを作るというかいくらでも合体の仕様はあるんじゃないかなと思っていて

00�50�36.080 --> 00�50�42.080

⾃分の場合でいうと例えば後で話すことと絡むんですけども

00�50�42.080 --> 00�50�48.080

いわゆるカテゴリー ジャンルみたいなやつはこの絵⽂字で分類するようにしていて

00�50�48.080 --> 00�50�54.080

トピックノートをやろうとしているかっていうのはそのカテゴリーというかいわゆるタグ付

けみたいなやつで

00�50�54.080 --> 00�50�59.080

分類ができると思っているのでそれで割と分類できていて

00�50�59.080 --> 00�51�07.080

そこに期⽇のみ期⽇で管理するというのを基本のやり⽅にしていて

00�51�07.080 --> 00�51�15.080

それを早めに⼿をつけるというのはいくらでもできるんじゃないかなと思っていて

00�51�15.080 --> 00�51�19.080

データビューは都度検索しなくても検索状態ですね

00�51�19.080 --> 00�51�23.080

⾔ってみたら検索結果を保存していくというのと

00�51�23.080 --> 00�51�27.080

ほぼほぼイコールだと⾔えるのかもしれないですね

00�51�27.080 --> 00�51�31.080

ログシークのデイリーノートはObsidianに移⾏した際にコピー

00�51�31.080 --> 00�51�36.080

多分した後はしてないですね別のフォルダにそのまま残っていますね



00�51�36.080 --> 00�51�39.080

時々やろうと思っているけれどもまあいいかと思って

00�51�39.080 --> 00�51�43.080

もうちょうど年も改まったし今年の分裁あればいいんじゃないのぐらいが

00�51�43.080 --> 00�51�47.080

割と⾃分の主観的な意⾒です

00�51�47.080 --> 00�51�52.080

予備を出したのはカッコのDDDですね

00�51�52.080 --> 00�51�58.080

多分⾔語設定が⽇本語になっているとD1⽂字とかかな

00�51�58.080 --> 00�52�03.080

ちょっとそのあたりまだ把握しきれていないんですけれども

00�52�03.080 --> 00�52�08.080

うまく⾔語それでできるなら⽇本語にするのもありかもしれないですね

00�52�08.080 --> 00�52�13.080

⾃分の場合そのデイリーノートのプラグイン

00�52�13.080 --> 00�52�16.080

これなんて名前だったっけカレンダープラグインで

00�52�16.080 --> 00�52�21.080

ここに予備が英語3⽂字になっているので

00�52�21.080 --> 00�52�24.080

⾒てたらそのうち英語3⽂字でも違和感なく

00�52�24.080 --> 00�52�27.080

直感的に予備わかるようになるかなと思って

00�52�27.080 --> 00�52�30.080

諦めてというのではないんですが

00�52�30.080 --> 00�52�32.080

英語に親しもうという意味も込めて

00�52�32.080 --> 00�52�37.080

この英語3⽂字にするようにはしました

00�52�37.080 --> 00�52�40.080

ログシークのようにカレンダー⼀覧から



00�52�40.080 --> 00�52�43.080

デイリーノートへ⽇付リンク機能これのことかな

00�52�43.080 --> 00�52�45.080

多分これだと思うんですけども

00�52�45.080 --> 00�52�48.080

こういうカレンダーこれはプラグインなんですけど

00�52�48.080 --> 00�52�51.080

このプラグインを踏めばこうやって

00�52�51.080 --> 00�52�56.080

好きな⽇付に⾶ぶみたいなことはできますね

00�52�56.080 --> 00�53�02.080

でこれ多分途中で⽇付をデイリーノートのフォーマットを変えたせいで

00�53�02.080 --> 00�53�07.080

これより昔っていうやつがちょうどリンクが

00�53�07.080 --> 00�53�10.080

形式が変わってしまいリンクされていなくなってしまったんですけども

00�53�10.080 --> 00�53�16.080

そこもそんな気にしなくていいかなっていうぐらいの感じでやっています

00�53�16.080 --> 00�53�23.080

ここがデイリーノートがここに⼊っているんですけども

00�53�23.080 --> 00�53�29.080

途中までは4桁+YYYYMMDDだったので

00�53�29.080 --> 00�53�34.080

ここから変わっててこれ以前のやつはフォーマットを変えてしまったので

00�53�34.080 --> 00�53�37.080

デイリーノートと認識してくれなくなってしまった

00�53�37.080 --> 00�53�42.080

そこまで直接⽇付に⾶びたいっていうことがそんなにないので

00�53�42.080 --> 00�53�46.080

カレンダーから⾏けなくても前後数⽇間⾶べれば

00�53�46.080 --> 00�53�50.080

⾃分はそれでいいんじゃないかなっていうふうに思っています



00�53�53.080 --> 00�54�01.080

という感じでここまでが⼀通りのいわゆる前半部分

00�54�01.080 --> 00�54�05.080

デイリーノートをどういうふうに使っているか

00�54�05.080 --> 00�54�09.080

そこにどんなことを書いているかという話で

00�54�09.080 --> 00�54�14.080

続きは後半部分いわゆるデイリーノートの

00�54�14.080 --> 00�54�19.080

さっき話したあれですねやることやプロジェクトに関するノートを

00�54�19.080 --> 00�54�24.080

⼀つのノートとして作ってうまいこと

00�54�24.080 --> 00�54�27.080

今⽇やることノートを作ってあげよう

00�54�27.080 --> 00�54�30.080

今⽇やることノートをできるだけ便利なようにしよう

00�54�30.080 --> 00�54�35.080

便利に使えるようにしようというのが後半のお話です

00�54�44.080 --> 00�54�49.080

ここにも実際にお⾒せしていたり

00�54�49.080 --> 00�54�55.080

この左側というのも⾃分の割とすごくアナログな⽅法なんですけれども

00�54�55.080 --> 00�54�58.080

気に⼊っているデイリーノートというか

00�54�58.080 --> 00�55�02.080

今⽇やることを管理するという⽅法

00�55�02.080 --> 00�55�06.080

Obsidianの⼀番ルートのフォルダ

00�55�06.080 --> 00�55�08.080

⼀番上の場所といったらいいのかな

00�55�08.080 --> 00�55�11.080

フォルダの⼀番上の階層にこうやって



00�55�11.080 --> 00�55�15.080

ネタの⽇付プラス

00�55�15.080 --> 00�55�18.080

絵⽂字を使ったカテゴリー名

00�55�18.080 --> 00�55�23.080

プラスどんな内容のことなのかっていうのを

00�55�23.080 --> 00�55�28.080

ファイル名にしてやることをこうやって

00�55�28.080 --> 00�55�30.080

ファイルを作ってあげると

00�55�30.080 --> 00�55�33.080

まだ終わってないものというのが

00�55�33.080 --> 00�55�38.080

左側に⽇付順に並ぶようになってくれる

00�55�38.080 --> 00�55�41.080

やってることはめっちゃアナログないわゆるWindowsでの

00�55�41.080 --> 00�55�43.080

フォルダ管理と全く同じなんですけれども

00�55�43.080 --> 00�55�46.080

意外と先ほどお⾒せしたみたいに

00�55�46.080 --> 00�55�51.080

こうやってドラッグで作業記録を付けやすいだとか

00�55�51.080 --> 00�55�54.080

パッと開くこともできたりして

00�55�54.080 --> 00�55�57.080

割と気に⼊っている⽅法で

00�55�57.080 --> 00�56�00.080

プラスこれもすごい本当に⼩ネタなんですけれども

00�56�00.080 --> 00�56�02.080

結構気に⼊っているのが

00�56�02.080 --> 00�56�06.080

この⽇付の区切り点みたいなやつ



00�56�06.080 --> 00�56�12.080

これを⽉曜⽇に常に⼊るようにしていて

00�56�12.080 --> 00�56�15.080

1週間分くらいで⼤体このぐらいの予定が

00�56�15.080 --> 00�56�18.080

今のところやろうと思っているっていうのを

00�56�18.080 --> 00�56�22.080

区切り線を作ってあげることで

00�56�22.080 --> 00�56�26.080

それなりにうまいこと⽇付が

00�56�26.080 --> 00�56�27.080

予定が管理できる

00�56�27.080 --> 00�56�31.080

これが毎⽇これもめっちゃアナログなんですけれども

00�56�31.080 --> 00�56�35.080

今⽇が7⽇なので

00�56�35.080 --> 00�56�40.080

7⽇から1⽇の始まりのタイミングで

00�56�40.080 --> 00�56�44.080

翌⽇の⽇付に変えたりしています

00�56�44.080 --> 00�56�49.080

そうするとこの⽮印よりも上にはみ出ているやつというのは

00�56�49.080 --> 00�56�52.080

いわゆる締め切りを過ぎたもの

00�56�52.080 --> 00�56�55.080

これは優先的にやらないといけないなというのを

00�56�55.080 --> 00�57�01.080

Explorerの⼀番左のところからアナログで管理ができる

00�57�01.080 --> 00�57�03.080

この8⽇が9⽇に追いついたら

00�57�03.080 --> 00�57�06.080

ちょうど追いついてしまうので



00�57�06.080 --> 00�57�09.080

⼀番下のこれの次の週の⽇付に

00�57�09.080 --> 00�57�13.080

アナログで変えてやるみたいなことをして

00�57�13.080 --> 00�57�20.080

30⽇の次の⽉曜⽇は2⽉6⽇なので

00�57�20.080 --> 00�57�22.080

9⽇になった場合には

00�57�22.080 --> 00�57�29.080

ここを2⽉6⽇に書き換えるみたいなアナログなことをして

00�57�29.080 --> 00�57�34.080

だいたい⽇々⽇付を変えていくというような

00�57�34.080 --> 00�57�38.080

地味な操作を毎⽇ちょっとずつやっています

00�57�38.080 --> 00�57�45.080

さっき⾔った感じで

00�57�45.080 --> 00�57�51.080

このDataview+Spaced Repetition

00�57�51.080 --> 00�57�53.080

この2つのプラグインというのが

00�57�53.080 --> 00�57�56.080

ちょっとマニアックな話にはなるんですけれども

00�57�56.080 --> 00�58�00.080

この今⽇やること管理をするために

00�58�00.080 --> 00�58�03.080

肝になっていることで

00�58�03.080 --> 00�58�11.080

締め切りを基準にしてノートを作るようにしています

00�58�11.080 --> 00�58�16.080

⼀つの何⽇にこれを完了させていない

00�58�16.080 --> 00�58�20.080

完了していないといけないものがある場合には



00�58�20.080 --> 00�58�23.080

それをその⽇付にして

00�58�23.080 --> 00�58�28.080

プラスそれを⼀つのノートとして作る

00�58�28.080 --> 00�58�31.080

締め切りがないようなものって

00�58�31.080 --> 00�58�34.080

いわゆる⼤⼈の仕事で多分⼀般的にそういうのって

00�58�34.080 --> 00�58�37.080

なかなかないんじゃないかと思うんですけれども

00�58�37.080 --> 00�58�40.080

こういう感じでやっておくと

00�58�40.080 --> 00�58�42.080

何が便利なのか

00�58�42.080 --> 00�58�46.080

これはさっきの区切り線の話と絵⽂字だとか

00�58�46.080 --> 00�58�50.080

ファイル名にもできるだけここにも同じく

00�58�50.080 --> 00�58�53.080

何をやろうとしているのかというのも

00�58�53.080 --> 00�59�00.080

視覚としてこういう収録をする予定の⽇

00�59�00.080 --> 00�59�03.080

配信をする予定の⽇

00�59�03.080 --> 00�59�06.080

記事の読み直しをしようとしている

00�59�06.080 --> 00�59�11.080

ポッドキャストの編集とアップロードをやろうとしている

00�59�11.080 --> 00�59�13.080

こういうセミナーの場合なんかは

00�59�13.080 --> 00�59�17.080

直接ノートのタイトルみたいなやつを付けたりしているんですけれども



00�59�17.080 --> 00�59�20.080

絵⽂字プラステキスト書いてあげると

00�59�20.080 --> 00�59�22.080

どういうことをやろうとしているかというのは

00�59�22.080 --> 00�59�25.080

これだけで結構把握しやすくなって

00�59�25.080 --> 00�59�29.080

やろうと思うことをちょっとずつやるためには

00�59�29.080 --> 00�59�32.080

いかにやることがシンプルなこと

00�59�32.080 --> 00�59�36.080

⼀つのことやれること⼿をつけられることに書き換えてあげる

00�59�36.080 --> 00�59�38.080

というのも結構重要なことで

00�59�38.080 --> 00�59�43.080

例えばこの1⽉11⽇のこれとかっていうのも

00�59�43.080 --> 00�59�46.080

タイトルとしては⾮常によろしくなくて

00�59�46.080 --> 00�59�49.080

これは次に書こうとしている記事なんですけれども

00�59�49.080 --> 00�59�52.080

ここを⾒る限り

00�59�52.080 --> 00�59�57.080

何を書こうとしているのかを全然考えることができていないので

00�59�57.080 --> 01�00�04.080

この辺のタイトルに書くことを考えるみたいなことも

01�00�04.080 --> 01�00�08.080

書いておいてあげるのが地味ながらもちょっとしたコツです

01�00�08.080 --> 01�00�13.080

この⽇なんかも13⽇のこれも

01�00�13.080 --> 01�00�17.080

何を書くか考える



01�00�17.080 --> 01�00�21.080

考えるっていう⾔葉は実際よくはないんですけれども

01�00�21.080 --> 01�00�30.080

こういう感じのこともきちんとやっておいてあげることで

01�00�30.080 --> 01�00�32.080

今⽇やることが出てきた場合に

01�00�32.080 --> 01�00�34.080

どんなことをやろうとやればいいのかというのも

01�00�34.080 --> 01�00�37.080

サクッと分かるようになる

01�00�39.080 --> 01�00�44.080

もう⼀つ⾃分が同じくデータビューを使って

01�00�44.080 --> 01�00�47.080

やっていることなんですけれども

01�00�47.080 --> 01�00�50.080

同じようなことを仕事をする場合に

01�00�50.080 --> 01�00�56.080

前に使ったノートの内容を使いたいことってすごく多いと思うんですよね

01�00�56.080 --> 01�01�01.080

例えば⾃分の場合にセミナーを開催する場合

01�01�01.080 --> 01�01�04.080

極論ここ全部⼀緒なんですよね

01�01�04.080 --> 01�01�06.080

毎回同じことを書いているんですよね

01�01�06.080 --> 01�01�10.080

ということは新しいファイルを作った場合に

01�01�10.080 --> 01�01�13.080

ここを全部コピペしてあげればいいし

01�01�13.080 --> 01�01�16.080

例えばセミナーの案内みたいなものを送った場合も

01�01�16.080 --> 01�01�19.080

多分ほぼ前回のものをコピペして



01�01�19.080 --> 01�01�22.080

同じやつをそのまま送ると思います

01�01�22.080 --> 01�01�27.080

そういう場合に今ここは⾃分がやりたいこと

01�01�27.080 --> 01�01�30.080

まだやって終わっていないことばっかりやっているので

01�01�30.080 --> 01�01�32.080

前回へのリンクというのを

01�01�32.080 --> 01�01�36.080

前回のノートへの移動というのが割とめんどくさい

01�01�36.080 --> 01�01�40.080

そこで考えたのがデータビューを⾮特付して

01�01�40.080 --> 01�01�43.080

前回のノートへのリンクを⾃動

01�01�43.080 --> 01�01�46.080

半⾃動で作れるようにしようという仕組みで

01�01�46.080 --> 01�01�50.080

それがここですね

01�01�50.080 --> 01�01�56.080

このタグがどういうカテゴリーの仕事なのか

01�01�56.080 --> 01�01�59.080

要するに同じような種類のものであれば

01�01�59.080 --> 01�02�03.080

ノートに同じタグを付けてあげる

01�02�03.080 --> 01�02�08.080

もう⼀個がこれが1個前の⾃分がやった

01�02�08.080 --> 01�02�11.080

セミナーに使ったノートへのリンクを

01�02�11.080 --> 01�02�14.080

データビューで表⽰させる

01�02�14.080 --> 01�02�19.080

この絵⽂字とプレゼンというタグがついていて



01�02�19.080 --> 01�02�23.080

引き付けがこのファイル

01�02�23.080 --> 01�02�27.080

1⽉7⽇よりも1⽇以上前の

01�02�27.080 --> 01�02�30.080

⼀番近いやつを表⽰させてあげる

01�02�30.080 --> 01�02�32.080

ってしてあげることで

01�02�32.080 --> 01�02�36.080

⼀番近いものが表⽰される

01�02�36.080 --> 01�02�39.080

もう⼀個未来の場合っていうのは

01�02�39.080 --> 01�02�43.080

同じく今⽇よりも今⽇以降の⽇で

01�02�43.080 --> 01�02�48.080

⼀番近いもの 照準で並べることで

01�02�48.080 --> 01�02�52.080

⼀番近い⽇付のノートを作ることができる

01�02�52.080 --> 01�02�54.080

これをやっておくと例えば

01�02�54.080 --> 01�02�59.080

次回のセミナーの開催予定⽇が

01�02�59.080 --> 01�03�03.080

2⽉4⽇だと思うんですけれども

01�03�03.080 --> 01�03�07.080

2⽉4⽇のノートを新しく作ります

01�03�07.080 --> 01�03�12.080

006回⽬のノートで

01�03�12.080 --> 01�03�16.080

2⽉4⽇です

01�03�16.080 --> 01�03�20.080

これで新しく2⽉4⽇の



01�03�20.080 --> 01�03�25.080

セミナーの予定のノートが作られました

01�03�25.080 --> 01�03�30.080

この辺が全部 多分次回も全部使うんですよね

01�03�30.080 --> 01�03�33.080

だからここからここまでを

01�03�33.080 --> 01�03�37.080

全部範囲選択して

01�03�37.080 --> 01�03�44.080

これだけ全部コピーしてあげる

01�03�44.080 --> 01�03�47.080

ここにもう⼀度貼り付けてあげると

01�03�47.080 --> 01�03�50.080

この辺は当然全部⼀緒ですよね

01�03�50.080 --> 01�03�52.080

⼀緒なんだけれども

01�03�52.080 --> 01�03�58.080

ここがちゃんと前回へのリンクになってくれる

01�03�58.080 --> 01�04�01.080

これがすごい⾃分の中で

01�04�01.080 --> 01�04�03.080

本当⼤したことないことなんですけど

01�04�03.080 --> 01�04�06.080

これができるようになってから

01�04�06.080 --> 01�04�09.080

めちゃくちゃ前のノートへのリンク

01�04�09.080 --> 01�04�13.080

次のノートへのリンクだけで

01�04�13.080 --> 01�04�16.080

すごく快適に仕事が進められるようになりました

01�04�16.080 --> 01�04�20.080

これで前どんな話したっけっていう場合に



01�04�20.080 --> 01�04�22.080

ポチッと押してあげるだけで

01�04�22.080 --> 01�04�23.080

パッと1個前にいける

01�04�23.080 --> 01�04�26.080

もう1個前ってどうだったっけっていう場合に

01�04�26.080 --> 01�04�32.080

もうここからもう1個前の内容が確認できる

01�04�32.080 --> 01�04�35.080

特にそういう記事なんか書いている場合でも

01�04�35.080 --> 01�04�38.080

これ前にどういう話したっけ

01�04�38.080 --> 01�04�41.080

どんなこと書いたっけってしょっちゅう思うんですけれども

01�04�41.080 --> 01�04�43.080

それもここで押してあげて

01�04�43.080 --> 01�04�48.080

あー前はこれねっていうのを⾒ながら

01�04�48.080 --> 01�04�54.080

もう⼀度前回のものを簡単に振り返って

01�04�54.080 --> 01�04�55.080

書くことができる

01�04�55.080 --> 01�05�00.080

例えば同じくアーカイブの配信みたいなやつは

01�05�00.080 --> 01�05�04.080

もう⾮特付していて

01�05�04.080 --> 01�05�11.080

先への前回のアーカイブ配信でどんなことをやったのか

01�05�11.080 --> 01�05�14.080

次のアーカイブ配信へのリンクに加えて

01�05�14.080 --> 01�05�21.080

ついでにその時に使ったノートへのリンクみたいなのも



01�05�21.080 --> 01�05�25.080

データビューで同じくリンクが作れるんですよね

01�05�25.080 --> 01�05�28.080

このプレゼンのタグがついている

01�05�28.080 --> 01�05�32.080

⼀番近い ⼀番直近のファイルであれば

01�05�32.080 --> 01�05�38.080

理論的には必ず同じ回のノートへ移動できるはずだ

01�05�38.080 --> 01�05�43.080

っていうのでアーカイブの配信内容についてまとめている場合も

01�05�43.080 --> 01�05�47.080

前この時に何を話したっけっていうのも

01�05�47.080 --> 01�05�51.080

ここからリンクで内容を確認できて

01�05�51.080 --> 01�05�54.080

次回以降もコピペだけで

01�05�54.080 --> 01�05�58.080

この部分を次のノートにコピペしてあげれば

01�05�58.080 --> 01�06�05.080

同じリンクがほぼ⼀発でできるようになる

01�06�05.080 --> 01�06�09.080

これによって仕事をできるだけ

01�06�09.080 --> 01�06�12.080

つながりがある カテゴリーでつないでいく

01�06�12.080 --> 01�06�16.080

前のものというのをうまく活⽤して

01�06�16.080 --> 01�06�21.080

次回以降に活かすっていうのがすごく楽にできるようになっていて

01�06�21.080 --> 01�06�30.080

どういうものを同じ仕事 前回とカテゴリーとして分類するのは

01�06�30.080 --> 01�06�33.080

どうするのかと思っているんですけれども



01�06�33.080 --> 01�06�37.080

このメモを使いたいなって思ったジャンル

01�06�37.080 --> 01�06�41.080

ものはおそらく同じカテゴリーの仕事だと

01�06�41.080 --> 01�06�44.080

分類していいんじゃないかなと思っていて

01�06�44.080 --> 01�06�48.080

積極的に同じ分類の仕事を増やしていくというのも

01�06�48.080 --> 01�06�51.080

仕事術としてのコツで

01�06�51.080 --> 01�06�55.080

さっき⾔ったテンプレート 毎回例えば

01�06�55.080 --> 01�06�59.080

⾃分は先頭にこういう

01�06�59.080 --> 01�07�02.080

いつも⾒せてますよね この事前案内みたいなやつ

01�07�02.080 --> 01�07�05.080

これもずっと使い回して

01�07�05.080 --> 01�07�09.080

実は⼀番最初の頃よりはちょっと洗練されている

01�07�09.080 --> 01�07�14.080

その説明になっているんですよね これも毎回同じことを書いているんだけれども

01�07�14.080 --> 01�07�20.080

毎回同じ内容を前回よりもちょっと良くしようと思って繰り返していくことで

01�07�20.080 --> 01�07�24.080

同じ内容をいくらでも

01�07�24.080 --> 01�07�28.080

繰り返し洗練していくことができる それをすることで

01�07�28.080 --> 01�07�34.080

当然⾃分は楽になるし 内容としても割と良くなっていくと思うので

01�07�34.080 --> 01�07�38.080

できるだけ同じことを



01�07�38.080 --> 01�07�42.080

前にやった前回のメモを有効に活かすことを

01�07�42.080 --> 01�07�46.080

いかにするのか そしてそれを同じものに分類してしまって

01�07�46.080 --> 01�07�49.080

簡単に参照できるようにしておく

01�07�49.080 --> 01�07�54.080

これはいわゆるファインダーとかでフォルダを分けていたら

01�07�54.080 --> 01�07�58.080

前回のノートを探すのって当たり前なんだけどすごく⾯倒で

01�07�58.080 --> 01�08�01.080

じゃあ1個1個全部フォルダ分けするって⾔ったら

01�08�01.080 --> 01�08�04.080

今度そのフォルダを探すのも当然⾯倒で

01�08�04.080 --> 01�08�11.080

そのリンク型のノートでスムーズに仕事を進めるということを考えるときに

01�08�11.080 --> 01�08�15.080

同じカテゴリーのものと前回へのリンクをするというのは

01�08�15.080 --> 01�08�19.080

⾮常に重要なことだと思っています

01�08�19.080 --> 01�08�23.080

とにかくこれもAtomic Noteと⼀緒なんですけど

01�08�23.080 --> 01�08�26.080

やることとかやろうと思っていることとかどうしようと思った

01�08�26.080 --> 01�08�32.080

考えていること 悩んだこと メールのやりとりも全部そこに書いてしまえばいいし

01�08�32.080 --> 01�08�36.080

関連するノート 資料みたいなやつもObsidianの場合は

01�08�36.080 --> 01�08�40.080

貼り付けて簡単にできるんですよね ガンガン貼り付けてしまえばいい

01�08�40.080 --> 01�08�45.080

そして次回以降に使う場合にも同じような資料も必要であれば



01�08�45.080 --> 01�08�47.080

どんどん貼り付けてしまえばよくって

01�08�47.080 --> 01�08�51.080

ファイル⾃体はどこに存在していても問題ないし

01�08�51.080 --> 01�08�56.080

実際はそのマークダウンファイルの容量はどれだけやっていても

01�08�56.080 --> 01�08�58.080

全く増えないんですよね

01�08�58.080 --> 01�09�03.080

っていうのでできるだけ今⽇やることというものを1個のノートにして

01�09�03.080 --> 01�09�08.080

同じくこれもノート同⼠ やることやったこと同⼠をリンクでつなげて

01�09�08.080 --> 01�09�13.080

前回のものを活かすようにしてあげるというのがコツです

01�09�13.080 --> 01�09�17.080

ちょっと昔のノートなんかで⼤体⾃分の場合は

01�09�17.080 --> 01�09�20.080

なんかものを書くみたいなことばっかりをやっているので

01�09�20.080 --> 01�09�25.080

基本的にここに原稿を書いているっていうのが⼀番多いんですけれども

01�09�25.080 --> 01�09�29.080

誰かに連絡して例えば

01�09�29.080 --> 01�09�34.080

何か⼈と話す予定があるみたいなことだったりっていう場合にも

01�09�34.080 --> 01�09�42.080

そういうことは前回のメールの内容みたいなものも書いておいたらいいと思うし

01�09�42.080 --> 01�09�46.080

なんか⾒せて⼤丈夫なやつあるから

01�09�46.080 --> 01�09�51.080

セミナーの案内は関係ない

01�09�51.080 --> 01�10�11.080

なかなかあれですね個⼈的なやつでこういうのとかならいいのかな



01�10�11.080 --> 01�10�18.080

そういう⾒本をこういう本を送りましたっていう場合に

01�10�18.080 --> 01�10�24.080

こういうメールのテンプレみたいなものをこうやっていくつか書いていたりだとかっていう

のも

01�10�24.080 --> 01�10�29.080

こういうところに残していたりするかな

01�10�29.080 --> 01�10�33.080

あとこういうあれですねなんか取材依頼みたいなやつがあった場合に

01�10�33.080 --> 01�10�37.080

これは全然記録が残せていなくてダメなんですけれども

01�10�37.080 --> 01�10�42.080

そういう誰かと話しする場合に事前に連絡なんかがあった場合だと

01�10�42.080 --> 01�10�47.080

届いてたメールをそのままここに貼り付けていたりするみたいなことも

01�10�47.080 --> 01�10�51.080

割とやっていたりしていてそこら辺もリンクでもいいし

01�10�51.080 --> 01�10�55.080

直接ノートを貼ってもいいしっていうのでうまく

01�10�55.080 --> 01�11�01.080

ノート同⼠を積極的に同じくやることリストも

01�11�01.080 --> 01�11�08.080

ノートとしてリンクをしたり何でも書いていくというのがコツでもあります

01�11�08.080 --> 01�11�14.080

もう⼀個コツがちょうど順先⽣が以前

01�11�14.080 --> 01�11�22.080

締め切りが余裕があるやつが全然進められないっていう話を書かれていたのを⾒て

01�11�22.080 --> 01�11�29.080

⾃分が割とそれに対策ができるようになったんじゃないかなと思っていて

01�11�29.080 --> 01�11�39.080

それがコツがやることを未来のものから先に⼿をつけるということを原則にしていて

01�11�39.080 --> 01�11�44.080

さっき⾔ったデータビューの仕組みを使ってあげると



01�11�44.080 --> 01�11�52.080

基本的にあえて将来遠い先のものほど上に出るようにしているんですよね

01�11�52.080 --> 01�12�00.080

上から順番に必ず⼀⾏でも何でもいいので必ず⼿をつけるというルール

01�12�00.080 --> 01�12�04.080

これは⾃分でルールを決めて守るしかないんですけれども

01�12�04.080 --> 01�12�12.080

必ず上から未来の遠い未来のものからちょっとだけ⼿をつけるということをやっておいてあ

げると

01�12�12.080 --> 01�12�17.080

先のものというものの準備がどんどん進んでいくし

01�12�17.080 --> 01�12�21.080

よくありがちな話なんですけどちょっとやるとやる気が出るんで

01�12�21.080 --> 01�12�24.080

そのままもうちょっとやれるんですよね

01�12�24.080 --> 01�12�30.080

これはデータビューの並べ⽅のくえりのコツっていうだけなんですけれども

01�12�30.080 --> 01�12�37.080

⾃分の優先順位というものはまず機能を⼿をつけられなかったら

01�12�37.080 --> 01�12�40.080

それを優先的に上に並べます

01�12�40.080 --> 01�12�45.080

それがこのコマンドでいう

01�12�45.080 --> 01�12�50.080

既実を基準にして上から順番に並べてあげる

01�12�50.080 --> 01�12�55.080

そうすることによってその既実が今⽇じゃなくて機能のものというものは

01�12�55.080 --> 01�12�59.080

⼿をつけていなかったら上に並ぶ

01�12�59.080 --> 01�13�05.080

それを踏まえた上で既実が全部今⽇の場合は

01�13�05.080 --> 01�13�11.080

ちょうどこのコマンドでうまくいってますよっていう感じなんですけれども



01�13�11.080 --> 01�13�16.080

⽇付が未来のものから上から順番に並ぶようにする

01�13�16.080 --> 01�13�20.080

で そうしてここに

01�13�20.080 --> 01�13�26.080

このレベルのこと これとかもあれですね ちょっとずつ割と書いていると思います

01�13�26.080 --> 01�13�31.080

1⽉9⽇に公開しようとしているやつなんですけれども

01�13�31.080 --> 01�13�34.080

こうやってどんなことをやろうとしているかみたいなことを

01�13�34.080 --> 01�13�37.080

完全に下書き以前のメモ段階

01�13�37.080 --> 01�13�43.080

こういう話をしようと思いますみたいなことを書いていたりだとか

01�13�43.080 --> 01�13�47.080

これとかは結構まだ雑な内容ですよね

01�13�47.080 --> 01�13�54.080

多分⾃分のメモレベルでの⽂章になる前ぐらいの話なんですけれども

01�13�54.080 --> 01�13�59.080

そういう構成みたいなやつをちょこっとずつ書いてあげる

01�13�59.080 --> 01�14�03.080

とにかく上から順番に

01�14�03.080 --> 01�14�09.080

ちょっとでいいんで必ず前よりも少し進めてあげる

01�14�09.080 --> 01�14�12.080

⼀⾏でも進めてあげれば必ず進むので

01�14�12.080 --> 01�14�17.080

遠い未来のものがちょっとずつ楽になっていく

01�14�17.080 --> 01�14�21.080

そのためのコツは未来のことから進めるっていうのが

01�14�21.080 --> 01�14�24.080

やり⽅としての⾃分の気に⼊っているというか



01�14�24.080 --> 01�14�28.080

割と重要なことなんじゃないのかなと思います

01�14�28.080 --> 01�14�34.080

スペースとレペティションの⼯夫みたいなやつなんですけれども

01�14�34.080 --> 01�14�40.080

スペースとレペティションってちょっと難しいというか複雑で

01�14�40.080 --> 01�14�45.080

ノートを先送りするんですけれども

01�14�45.080 --> 01�14�51.080

このEasy Good Hardっていうそういう⽤語でいつまで

01�14�51.080 --> 01�14�59.080

どういうノートに対してどういう⽇付の次の⽇付をどういうふうに決めるかっていう処理が

決まっていて

01�14�59.080 --> 01�15�05.080

その単語調を暗記している場合はEasyだったら簡単だった

01�15�05.080 --> 01�15�07.080

Goodだったら普通だった

01�15�07.080 --> 01�15�10.080

Hardだったら間違えたら難しかったっていう⽤語で

01�15�10.080 --> 01�15�12.080

割とわかりやすいと思うんですけれども

01�15�12.080 --> 01�15�16.080

Hardの場合は難しかった間違えたなので

01�15�16.080 --> 01�15�21.080

近い⽇付でもう⼀回処理をさせようとしてくる

01�15�21.080 --> 01�15�25.080

Goodの場合は⾃然にちょっとずつ⻑くなるようにしてくる

01�15�25.080 --> 01�15�27.080

Easyの場合はすごい簡単なので

01�15�27.080 --> 01�15�31.080

もっと先の⽇付に⻑くなるようにしてくれる

01�15�31.080 --> 01�15�38.080

なので⾃分の場合明⽇もやろうともう⼀回⼿をつけようと思ったものというのは



01�15�38.080 --> 01�15�42.080

基本的にHard難しいというものにしてあげると

01�15�42.080 --> 01�15�47.080

期⽇が⾃動的にショートカット⼀発で次の⽇になります

01�15�47.080 --> 01�15�52.080

普通のものであればReview Notors Normal Goodですね

01�15�52.080 --> 01�15�56.080

Goodにしておいてあげればほとんどそれだけで問題なく

01�15�56.080 --> 01�16�02.080

それ以外に例えばさっきもちょうど作ったやつなんですけれども

01�16�02.080 --> 01�16�06.080

2⽉4⽇のセミナーなんですけれども

01�16�06.080 --> 01�16�11.080

今期⽇が1⽉7⽇になっていてもう既にコピペしたせいで

01�16�11.080 --> 01�16�14.080

今⽇からやろうということになっているんですけれども

01�16�14.080 --> 01�16�18.080

さすがにそんなに早く準備する必要はないなと思って

01�16�18.080 --> 01�16�22.080

こういうのは⼿動で1⽉7⽇なので

01�16�22.080 --> 01�16�28.080

16とか23ぐらいに準備すればいいかなと思って

01�16�28.080 --> 01�16�35.080

⼿動で期⽇を書き換えてあげたりということも割とやります

01�16�35.080 --> 01�16�39.080

そういう感じで明⽇やるかどうかっていうので

01�16�39.080 --> 01�16�44.080

基本的にどのぐらいの数を抱えていて

01�16�44.080 --> 01�16�49.080

どのぐらいのものをちょっとずつ⼿をつけるかっていう判断は

01�16�49.080 --> 01�16�53.080

ある程度やっぱり⾃分のやり⽅とかそういうタスクの量によって



01�16�53.080 --> 01�16�55.080

答えが変わってくるので

01�16�55.080 --> 01�17�02.080

⼀概にどうしたらいいかっていうのは難しいところではあるんですけれども

01�17�02.080 --> 01�17�05.080

⼀⾏さえ進めればいいというルールであれば

01�17�05.080 --> 01�17�08.080

仮に10個ぐらいやらないといけないことがあっても

01�17�08.080 --> 01�17�11.080

それなりに進めていくことはできると思うので

01�17�11.080 --> 01�17�16.080

それをもとにうまく⾃分の時間配分

01�17�16.080 --> 01�17�20.080

時間間隔みたいなものも⾝につけていただけると

01�17�20.080 --> 01�17�26.080

先のことというのもちょっとずつ進められるようになるんじゃないかなと思います

01�17�26.080 --> 01�17�31.080

実例ですね こういう感じでノートの振り返り

01�17�31.080 --> 01�17�36.080

このノートというのもさっき何回も出てきてるんですけれども

01�17�36.080 --> 01�17�41.080

実際に今⽇やることの中に出てくるたびにちょっとずつ書いたりしていて

01�17�41.080 --> 01�17�45.080

よく記録とか忘れてたりもいまだにするんですけれども

01�17�45.080 --> 01�17�50.080

こうやって同じように直接書きながらやりながらこれを資料にして

01�17�50.080 --> 01�17�53.080

話をする素材にしていたりだとか

01�17�53.080 --> 01�17�57.080

これもセミナーのアーカイブみたいなやつも

01�17�57.080 --> 01�18�03.080

これこの後やろうとしていることというのを今後のためにメモっているんですけど



01�18�03.080 --> 01�18�10.080

毎回セミナーのアーカイブって配信するの遅くなって申し訳ないなって思うんですけど

01�18�10.080 --> 01�18�16.080

毎回忘れていて まずZoomの動画の書き出しが終わるのがすげえ時間がかかって

01�18�16.080 --> 01�18�20.080

それを余分な部分を切り取ろうとすると

01�18�20.080 --> 01�18�24.080

その処理とか書き出しにまためっちゃ時間がかかって

01�18�24.080 --> 01�18�29.080

さらに書き出しが終わってからアップロードするんですけれども

01�18�29.080 --> 01�18�34.080

サブスタックが動画の処理をするのにまた1時間とか2時間とか待たされて

01�18�34.080 --> 01�18�37.080

それをやると⼀⽇過ぎ去ってしまうんですよね

01�18�37.080 --> 01�18�41.080

っていうことをここに書いたことでやっと覚えることができて

01�18�41.080 --> 01�18�45.080

とにかく待ち時間が⻑いんでこのアップロード終わるところまでを

01�18�45.080 --> 01�18�49.080

今⽇やっておけば明⽇きちんと配信ができるはずだ

01�18�49.080 --> 01�18�54.080

っていうふうに思ってこういうこのレベルの何をやろうと思っているかというのも

01�18�54.080 --> 01�18�59.080

こうやってちゃんと開業ですぐに配信できるように

01�18�59.080 --> 01�19�03.080

テキストを書いていたと思っていたんですけれども

01�19�03.080 --> 01�19�08.080

前回の⽂をコピペしてるからこれ全然配信直せてないですね

01�19�08.080 --> 01�19�11.080

こういうのもできるだけ先に準備しておけば

01�19�11.080 --> 01�19�16.080

やるべきことをやってすぐに次のところに進むことができる



01�19�16.080 --> 01�19�19.080

こうやってメモをどんどん書いていけばいいし

01�19�19.080 --> 01�19�23.080

メモを書いておくだけで⾃分がやることが整理できるので

01�19�23.080 --> 01�19�29.080

いわゆるGTDでいうネクストアクションを作る作業を

01�19�29.080 --> 01�19�31.080

ここでやるって⾔ったらいいんですかね

01�19�31.080 --> 01�19�36.080

っていうことをガンガンやっていってあげたらいいんじゃないかなと思います

01�19�36.080 --> 01�19�48.080

他にもこれとかは5⽉1⽇ぐらいを⽬標に次の本を作りたいなと思っているので

01�19�48.080 --> 01�19�53.080

このページを起点によく使うものへのリンクを貼っていたりだとか

01�19�53.080 --> 01�19�59.080

⼤きなレベルでどんなことをやっているかということをメモっていたりだとか

01�19�59.080 --> 01�20�07.080

ちょうどここ最近ちょっと⽂章を書き始めたぞみたいなことを書いていたり

01�20�07.080 --> 01�20�08.080

同じくこれですね

01�20�08.080 --> 01�20�12.080

最近今週どのぐらい進められたかなっていう

01�20�12.080 --> 01�20�17.080

年末年始このぐらいの期間は全然⼿をつけていなかったんだなってことが分かったりだとか

01�20�17.080 --> 01�20�20.080

そんなふうにも使えるし

01�20�20.080 --> 01�20�25.080

これもよく考えてみればやっぱりいろんな関連するノート

01�20�25.080 --> 01�20�30.080

いろんなものへのリンクを結構意識的に分けて貼っているというのかな

01�20�30.080 --> 01�20�34.080

細かな単位で⻑くなりすぎるとやっぱ⾒づらいんですよね



01�20�34.080 --> 01�20�39.080

なのでこういうできるだけ起点となるノートは

01�20�39.080 --> 01�20�43.080

いわゆるタスクのノートは⼀つしかないんだけれども

01�20�43.080 --> 01�20�48.080

タスクに関連する細かなやり⽅というのは

01�20�48.080 --> 01�20�51.080

ここからどんどんリンクを作ってあげればいい

01�20�51.080 --> 01�20�54.080

アトミックシンキング的な⽤語で⾔うなら

01�20�54.080 --> 01�20�59.080

トピックノート的にいろんなノートへのリンクを貼ればいいし

01�20�59.080 --> 01�21�03.080

やろうと思っていることはどんどん⽂章を書いてあげればいい

01�21�03.080 --> 01�21�06.080

じゃないかなと思います

01�21�11.080 --> 01�21�14.080

ここは締め切りの話ですね

01�21�14.080 --> 01�21�20.080

さっき書いたどうやって⽇付を決めるのかという話と

01�21�20.080 --> 01�21�26.080

同じタグの前後への表⽰リンクというのが簡単にできるよ

01�21�26.080 --> 01�21�29.080

というテンプレートの話で

01�21�29.080 --> 01�21�35.080

割とデータビューの話をいっぱいしたので

01�21�35.080 --> 01�21�38.080

しておいてなんなんですけれども

01�21�38.080 --> 01�21�40.080

あんまり使いすぎてしまうと

01�21�40.080 --> 01�21�46.080

Obsidianの⾃由な良さみたいなやつは失われてしまうので



01�21�46.080 --> 01�21�49.080

はっちりとこういうことをすごいかっちりやりたい場合は

01�21�49.080 --> 01�21�53.080

ツールとしてはNotionのほうが向いているんですよね

01�21�53.080 --> 01�21�58.080

なのであまり無理をしない程度に

01�21�58.080 --> 01�22�02.080

Obsidianは⾃由に書けるノートであるということが強みで

01�22�02.080 --> 01�22�05.080

さらに⾔うとテンプレートもそれなりのものでいい

01�22�05.080 --> 01�22�08.080

とりあえず混んでいっかぐらいのものを作ってあげて

01�22�08.080 --> 01�22�10.080

これも同じなんですけど

01�22�10.080 --> 01�22�14.080

何回も修正することを前提にしておく

01�22�14.080 --> 01�22�16.080

ここはデジタルの強みというか

01�22�16.080 --> 01�22�20.080

紙のノートの場合にはなかなかできなかったことで

01�22�20.080 --> 01�22�24.080

その感覚が残るとつい

01�22�24.080 --> 01�22�25.080

何て⾔うんだろう

01�22�25.080 --> 01�22�27.080

書いたノートを直してはいけないものだ

01�22�27.080 --> 01�22�32.080

みたいな認識を持ってしまうのは⾮常にもったいないことで

01�22�33.080 --> 01�22�36.080

ノートはどんどん修正していく

01�22�36.080 --> 01�22�40.080

とりあえずの最初の段階は30点でいいんですよね



01�22�40.080 --> 01�22�43.080

30点でデイリーのテンプレートを作って

01�22�43.080 --> 01�22�46.080

ちょっと良くないなと思ったら思うたびに

01�22�46.080 --> 01�22�49.080

テンプレートのノートを開いて

01�22�49.080 --> 01�22�52.080

もう⼀度テンプレートを切り替えてあげる

01�22�52.080 --> 01�22�54.080

同じような

01�22�54.080 --> 01�22�55.080

⾃分の場合でいうと

01�22�55.080 --> 01�22�58.080

セミナーのノートでどんなことを書こうかというのを

01�22�58.080 --> 01�23�00.080

最初はとりあえず考えてみて

01�23�00.080 --> 01�23�04.080

次回またやるときにもうちょっと前より良くなるようにする

01�23�04.080 --> 01�23�07.080

そういうことを繰り返していけば

01�23�07.080 --> 01�23�10.080

結果的に良くなるので

01�23�10.080 --> 01�23�12.080

うまいこと

01�23�12.080 --> 01�23�16.080

型にはめすぎず少しずつ修正していくというものを

01�23�16.080 --> 01�23�20.080

どんどん作っておいてあげると

01�23�20.080 --> 01�23�23.080

うまくそのデイリーノートを起点にして

01�23�23.080 --> 01�23�26.080

今⽇やることはここのやつが全部なくなったら



01�23�26.080 --> 01�23�28.080

今⽇やることは完了なので

01�23�28.080 --> 01�23�30.080

割と気分的にも

01�23�30.080 --> 01�23�33.080

すっかりと全部なくなって気分がいいなということを

01�23�33.080 --> 01�23�35.080

味わえたりもして

01�23�35.080 --> 01�23�39.080

うまく使っていけるのではないかなと思います

01�23�39.080 --> 01�23�44.080

最後になんですけれども

01�23�44.080 --> 01�23�48.080

そのデイリーノートをメモ帳として

01�23�48.080 --> 01�23�54.080

最近すごく便利に使えるような仕組みを作ることができて

01�23�54.080 --> 01�23�57.080

これもニュースレターで以前

01�23�57.080 --> 01�24�03.080

紹介した話でショートカットで

01�24�03.080 --> 01�24�07.080

デイリーノートを⾒せるみたいなやつ

01�24�07.080 --> 01�24�17.080

どこだったかな

01�24�17.080 --> 01�24�19.080

ショートカット

01�24�19.080 --> 01�24�29.080

ショートカット

01�24�29.080 --> 01�24�31.080

あ、これか

01�24�31.080 --> 01�24�37.080

このデイリーノートに



01�24�37.080 --> 01�24�41.080

推記するショートカットみたいなものを作ってあげたら

01�24�41.080 --> 01�24�45.080

すごくそのちょっとしたメモを残すというものが

01�24�45.080 --> 01�24�47.080

すごく便利になっていて

01�24�47.080 --> 01�24�49.080

これがちょっとずつ改良をして

01�24�49.080 --> 01�24�51.080

結構便利になってきたので

01�24�51.080 --> 01�24�54.080

ちょっとデモをお⾒せしようと思うんですけれども

01�24�54.080 --> 01�24�59.080

これMacの話なんですけれども

01�24�59.080 --> 01�25�01.080

Raycastというアプリが

01�25�01.080 --> 01�25�05.080

そのショートカットアップ

01�25�05.080 --> 01�25�13.080

これで作ったコマンドというのを直接実⾏できるようになっていて

01�25�13.080 --> 01�25�15.080

さらに

01�25�15.080 --> 01�25�19.080

この設定をしてあげると

01�25�19.080 --> 01�25�21.080

⼀番上に

01�25�21.080 --> 01�25�26.080

そのよく使うものというのを常に表⽰することができるようになっているんですよね

01�25�26.080 --> 01�25�28.080

例えば

01�25�28.080 --> 01�25�33.080

このページへのリンクをちょっと残しておきたいなって思った場合に



01�25�33.080 --> 01�25�36.080

このマークダウンへのリンクを貼る

01�25�36.080 --> 01�25�41.080

ブックマークレットを起動すると

01�25�41.080 --> 01�25�43.080

クリップボードにノートが

01�25�43.080 --> 01�25�46.080

リンクが貼られます

01�25�46.080 --> 01�25�48.080

ここに

01�25�48.080 --> 01�25�53.080

⼊⼒したい項⽬を書いてあげると

01�25�53.080 --> 01�25�56.080

書いたものが直接ここに

01�25�56.080 --> 01�25�59.080

Daily Noteの今⽇の部分にリンクが貼られる

01�25�59.080 --> 01�26�02.080

ここで何か思いついた場合に

01�26�02.080 --> 01�26�04.080

ここに

01�26�04.080 --> 01�26�10.080

こういう感じでメモを書いてあげると

01�26�10.080 --> 01�26�13.080

そのままここに

01�26�13.080 --> 01�26�15.080

アップとノートが書き込まれる

01�26�15.080 --> 01�26�20.080

これ同じことがiPhoneでもできるような仕組みになっていて

01�26�20.080 --> 01�26�25.080

iPhoneだとアプリをタップして起動すると

01�26�25.080 --> 01�26�27.080

ポップアップ画⾯が出てくるんですよね



01�26�27.080 --> 01�26�30.080

そこに⽂章を書いてあげると⾃動的に

01�26�30.080 --> 01�26�34.080

今⽇の⼀番下のところにこうやって追記ができる

01�26�34.080 --> 01�26�36.080

このあたりも

01�26�36.080 --> 01�26�39.080

それぞれの環境によって違うので

01�26�39.080 --> 01�26�45.080

これをコピペすれば⼀発っていうことにはならないんですけれども

01�26�45.080 --> 01�26�47.080

この辺の

01�26�47.080 --> 01�26�50.080

この記事でご紹介したやつを実際にこれですね

01�26�50.080 --> 01�26�55.080

こうやって⼀番下にメモが追記できるようになる

01�26�55.080 --> 01�27�00.080

これはメモのその場ですぐにメモをしたい場合に

01�27�00.080 --> 01�27�04.080

結構便利なツールだと思うので

01�27�04.080 --> 01�27�09.080

ぜひ気になる⽅はこれも設定していただけると

01�27�09.080 --> 01�27�13.080

だいぶ便利になるんじゃないかなと思います

01�27�13.080 --> 01�27�19.080

最後というか

01�27�19.080 --> 01�27�23.080

前回の時にもうちょっと話したんですけど

01�27�23.080 --> 01�27�27.080

こういう割と⾃分がマニアックな設定の仕⽅というのを

01�27�27.080 --> 01�27�30.080

結構たくさん紹介していると思うんですけども



01�27�30.080 --> 01�27�35.080

なかなかそういうのって⼿をつける機会ってないよなって思って

01�27�35.080 --> 01�27�40.080

1ヶ⽉か2ヶ⽉に1回ぐらい集まって

01�27�40.080 --> 01�27�44.080

黙々解と呼ばれるようなものだと思うんですけれども

01�27�44.080 --> 01�27�48.080

こういうさっき⾔ったツールの設定みたいなのを

01�27�48.080 --> 01�27�51.080

⼀⼈でやろうとするとなかなかできないから

01�27�51.080 --> 01�27�55.080

みんなでズームで声出してもいいし

01�27�55.080 --> 01�27�57.080

チャットで話し合ってもいいしっていうので

01�27�57.080 --> 01�28�01.080

そういうふうに今⽇はこういう設定をしてみたいと思いますとか

01�28�01.080 --> 01�28�05.080

今⽇はこんなことをやろうと思いますっていうようなことを

01�28�05.080 --> 01�28�08.080

集まってできるような回というのを

01�28�08.080 --> 01�28�12.080

今後ちょっとやってみようかなということを思っています

01�28�12.080 --> 01�28�17.080

例えば今まででいうと前回の暗記の設定の仕⽅みたいなのを

01�28�17.080 --> 01�28�19.080

どうしたらいいだろうとか

01�28�19.080 --> 01�28�22.080

デイリーノートをDataviewを使って

01�28�22.080 --> 01�28�27.080

どんなテンプレートを作ったらいいかなっていうのをやってみるだとか

01�28�27.080 --> 01�28�32.080

ObsidianにAmazonの書営とリンクみたいなやつを作る



01�28�32.080 --> 01�28�36.080

設定みたいなのをちょっとやってみようだとか

01�28�36.080 --> 01�28�40.080

GitHubとかCanvasみたいなやつをちょっと触ってみたいなと思っているけど

01�28�40.080 --> 01�28�43.080

なかなか機会がないとか

01�28�43.080 --> 01�28�45.080

さっきお⾒せしたデイリーノートのショートカットを

01�28�45.080 --> 01�28�48.080

どうやって作ったらいいのとか

01�28�48.080 --> 01�28�53.080

もちろんコメントで質問していただいてたら

01�28�53.080 --> 01�28�56.080

できる範囲でお答えはしていこうと思っているんですけども

01�28�56.080 --> 01�29�00.080

そうやって集まって⾳声でこれどうやってやったらいいのとか

01�29�00.080 --> 01�29�02.080

どうしたらいいって聞いてもらえたら

01�29�02.080 --> 01�29�08.080

割と30分悩んだことが5秒で解決するとかっていうことも

01�29�08.080 --> 01�29�11.080

起こりうると思うので

01�29�11.080 --> 01�29�16.080

⽇程は未定2⽉以降という予定なんですけれども

01�29�16.080 --> 01�29�21.080

そういう回も今後定期的に開催していこうと思っています

01�29�21.080 --> 01�29�24.080

⽇程とか時間とかもし希望があれば

01�29�24.080 --> 01�29�26.080

そういうことも⾔っていただいたら

01�29�26.080 --> 01�29�33.080

可能な限りお答えできるようにしていこうかなと思います



01�29�33.080 --> 01�29�38.080

最後にまとめというか

01�29�38.080 --> 01�29�44.080

デイリーノートを使うためのコツまとめみたいなやつなんですけれども

01�29�44.080 --> 01�29�50.080

毎⽇必ず開くようにすることがまず第⼀歩です

01�29�50.080 --> 01�29�53.080

何も書かなくてもいいと思うので

01�29�53.080 --> 01�29�58.080

まずはノートを開いた場合にそのデイリーノートを必ず開く

01�29�58.080 --> 01�30�02.080

なんならObsidianのその設定で最初のうちは

01�30�02.080 --> 01�30�08.080

このデイリーノートをObsidianを開いたら

01�30�08.080 --> 01�30�10.080

OpenDaiynotenのスタートアップ

01�30�10.080 --> 01�30�16.080

必ずデイリーノートを起動した場合に開くぐらいの設定にしておいてもいいかもしれません

01�30�16.080 --> 01�30�22.080

そうすれば必然的に必ずデイリーノートを開くようになるので

01�30�22.080 --> 01�30�27.080

それによって毎⽇デイリーノートに何か⾒たり書いたりすることに慣れてきたら

01�30�27.080 --> 01�30�32.080

次は必ずこれを整理するようにする

01�30�32.080 --> 01�30�38.080

この状態にせずに何か思いついて必ずここにタイトルをつけて

01�30�38.080 --> 01�30�41.080

1個の個別のノートとして分けてあげる

01�30�41.080 --> 01�30�48.080

そういうことをしてあげることでいつかやれるようになるし

01�30�48.080 --> 01�30�52.080

これも例えばこれをさっきこのお送りしたリンクとかを



01�30�52.080 --> 01�30�58.080

デイリーのショートカットを

01�30�58.080 --> 01�31�00.080

こういうのもタスクとして作ってあげる

01�31�00.080 --> 01�31�12.080

デイリーノートに追記するショートカットを作るというタイトルのノートを個別に作ってあ

げれば

01�31�12.080 --> 01�31�18.080

これでshinkingというタグがついているので

01�31�18.080 --> 01�31�27.080

今後ノートの整理をするときに必ずやろうと思っているノートが出てきます

01�31�27.080 --> 01�31�31.080

そうすれば必ずやるかどうかは分からないけれども

01�31�31.080 --> 01�31�37.080

ノートを整理していたらもう⼀度必ずこのノートに出会うことができる

01�31�37.080 --> 01�31�44.080

そのときには例えばリンクを開いてもう⼀回読んでみるだとかこうやって

01�31�44.080 --> 01�31�48.080

こうやってやればいいんだというのでショートカットアプリを開いてみて

01�31�48.080 --> 01�31�53.080

例えばここまでやった今⽇の⽇付で

01�31�53.080 --> 01�32�01.080

ショートカットアプリでをコピーしてきたみたいな記録を残してあげて

01�32�01.080 --> 01�32�09.080

また将来まで⽇付をショートカットでまた今度やろうということにしておく

01�32�09.080 --> 01�32�15.080

そうすると1⽉10⽇になった場合にまたちょっと続きをやってみようかなって思ったら

01�32�15.080 --> 01�32�20.080

1⽉10⽇になるとこのノートの欄にきっとまたやろうというやつが出てくると思うので

01�32�20.080 --> 01�32�24.080

こういう感じでちょっとずつ将来やりたいことを

01�32�24.080 --> 01�32�29.080

デイリーノートに書いた段階で必ず⼀つのノートにさえしておけば



01�32�29.080 --> 01�32�34.080

いつか必ずそのノートとは出会うようになりますので

01�32�34.080 --> 01�32�40.080

必ず⾒ることと翌⽇整理をすることこれさえできるようになれば

01�32�40.080 --> 01�32�46.080

いつかやりたいことというのもちょっとずつ進められるようになるんじゃないかなと思いま

す

01�32�46.080 --> 01�32�54.080

同じく⼿をつける順番としておすすめなのがちょっと先のものから⼿をつける

01�32�54.080 --> 01�32�59.080

ギリギリになって⼀気にやるのはなかなか⻑続きさせるのが難しい

01�32�59.080 --> 01�33�06.080

精神的になかなかきついものがあるので未来からちょっとずつだけでもやっておいてあげる

と

01�33�06.080 --> 01�33�11.080

やってない間にもちょっとやると脳みそが多分寝てる間とかにも考えてくれるんですよね

01�33�11.080 --> 01�33�17.080

そうやって少しずつ⼿をつけてあげることで意識に登りやすくなるというのかな

01�33�17.080 --> 01�33�23.080

そのためにもどれだけ未来のものだとしても可能な限り少しずつちょっと考えて

01�33�23.080 --> 01�33�31.080

整理するということをやってあげるのもデイリーノート仕事術という⽤語に含んでいいのか

01�33�31.080 --> 01�33�37.080

悩ましいところではあるんですけれども⾃分が意識しているノートの仕事と

01�33�37.080 --> 01�33�42.080

術的なもので重要なことなんじゃないかなと思います

01�33�42.080 --> 01�33�48.080

⼯夫できることはTemplateをObsidianのこれもかなり強みだと思うんですけど

01�33�48.080 --> 01�33�56.080

Templateを修正することが簡単にできるツールって意外と少ないような気がして

01�33�56.080 --> 01�34�06.080

例えばそういう低形分みたいなものとかっていうのもすぐに直せるようにしておくことが重

要だと思うので



01�34�06.080 --> 01�34�13.080

そうやって低形分なんかもどんどんすぐに直せるようにしておいてあげるという

01�34�13.080 --> 01�34�19.080

Templateをちょっとずつ⼯夫してあげるというのがコツではないかなと思います

01�34�19.080 --> 01�34�28.080

ということで今回はこのぐらいでおしまいにしたいと思います

01�34�28.080 --> 01�34�32.080

皆様お聞きいただきありがとうございました

01�34�33.080 --> 01�34�42.080

次回の候補なんですけれども今のところ考えているのがこの辺の話です

01�34�42.080 --> 01�34�44.080

これはSpace Repetitionと⾔っていいのかな

01�34�44.080 --> 01�34�57.080

もしこれがいいとこれの話をっていうふうにリクエストなどがあれば可能な限りそういうも

のを

01�34�57.080 --> 01�35�02.080

取り⼊れていこうと思うのでコメントチャット欄などにも書き込んでいただければなと思い

ます

01�35�02.080 --> 01�35�06.080

データビューをもうちょっと実際にやってみようとか

01�35�06.080 --> 01�35�14.080

そういう話をしてみてもいいんじゃないかなと思ったりだとか

01�35�14.080 --> 01�35�22.080

あとObsidian Canvasも触ってみたら想像以上に結構いい感じだったので

01�35�22.080 --> 01�35�25.080

これも紹介してみてもいいのかなっていうのだったり

01�35�25.080 --> 01�35�33.080

周辞レビューみたいなノートの振り返りとかレビューをどういうふうにやっていくのかみた

いな話も

01�35�33.080 --> 01�35�39.080

Obsidianと絡めてそのうちできるのかなということも思っています

01�35�39.080 --> 01�35�44.080

キャンバスはこれかな



01�35�44.080 --> 01�35�51.080

こうやって作ってみたんですけどこれはめっちゃめっちゃ良かったですね

01�35�51.080 --> 01�35�56.080

やってみてこういう感じで拡⼤

01�35�56.080 --> 01�36�11.080

こういう感じでノートが

01�36�11.080 --> 01�36�18.080

何か場所が変わったのか⾒つからなくなったノートがいっぱい現れているんですけれども

01�36�18.080 --> 01�36�25.080

このノートの移動も簡単にできてピタッとくっついてくれるんで整理しやすくって

01�36�25.080 --> 01�36�29.080

⽮印つけるのとかも割と直感的にできるし

01�36�29.080 --> 01�36�34.080

この⽮印にテキストを⼊れるみたいなことも

01�36�34.080 --> 01�36�41.080

こういう感じでその図解みたいなやつがすごく簡単に整理ができて

01�36�41.080 --> 01�36�44.080

これはだいぶおすすめかなと

01�36�44.080 --> 01�36�50.080

このスペースキーを押しながらドラッグすると

01�36�50.080 --> 01�36�53.080

ノートをこうやって移動できたり

01�36�53.080 --> 01�37�00.080

コマンドの拡⼤押しながらマウスホイールで拡⼤縮⼩みたいなことができたり

01�37�00.080 --> 01�37�04.080

っていうこともできるんで特にご意⾒などなければ

01�37�04.080 --> 01�37�12.080

次回はキャンバスの話なんかをしようと思います

01�37�12.080 --> 01�37�14.080

でいただいた質問です

01�37�14.080 --> 01�37�18.080

メモについて共有メニューを使わない



01�37�18.080 --> 01�37�21.080

あああれですかね

01�37�21.080 --> 01�37�25.080

サファリにあるこういうのとかですかね

01�37�25.080 --> 01�37�28.080

で合ってるのかな

01�37�28.080 --> 01�37�35.080

あのクリック数が多くなって厄介だからっていうのはありますかね

01�37�35.080 --> 01�37�38.080

こっちだと共有メニューみたいなのが

01�37�38.080 --> 01�37�46.080

⾃分の場合このページを開いていてリンクを貼りたい場合って

01�37�46.080 --> 01�37�48.080

これサファリの⼩ネタなんですけれども

01�37�48.080 --> 01�37�54.080

コマンドオプション数字を押すとここのブックマークに移動ができるんですよね

01�37�54.080 --> 01�37�59.080

で数字書いてるんですけれどもここでコマンドオプション1を押してあげると

01�37�59.080 --> 01�38�04.080

すでにクリップボードにリンクが挿⼊されて

01�38�04.080 --> 01�38�11.080

で全部キーボードで済ませられるっていうのが割と⼤きいですかね

01�38�11.080 --> 01�38�17.080

アマゾンのそういうリンクなんかでも例えば

01�38�17.080 --> 01�38�22.080

アマゾンで

01�38�22.080 --> 01�38�25.080

Atomic Thinking

01�38�25.080 --> 01�38�29.080

こういうページでその

01�38�29.080 --> 01�38�34.080

本のリンクを作りたいときなんかでも



01�38�34.080 --> 01�38�39.080

全部キーボードだけで

01�38�39.080 --> 01�38�42.080

推記ができるんですよねこれで

01�38�42.080 --> 01�38�46.080

ここまでやって

01�38�46.080 --> 01�38�49.080

Daily Noteに⼀番下に

01�38�49.080 --> 01�38�52.080

そのアマゾンへのリンクが⼊ってくれる

01�38�52.080 --> 01�38�57.080

こういうのが普通に便利で

01�38�57.080 --> 01�39�01.080

メモを共有メニューを使わない理由で⾔うと

01�39�01.080 --> 01�39�06.080

⼿数が少なくて早いから

01�39�06.080 --> 01�39�11.080

ちなみにiPhoneからその教に追記したい場合っていうのは

01�39�11.080 --> 01�39�14.080

共有メニューを使って

01�39�14.080 --> 01�39�19.080

教へのリンクみたいなものを貼るようにしています

01�39�19.080 --> 01�39�22.080

っていうのであれかな⼤丈夫ですかね

01�39�22.080 --> 01�39�27.080

いださんの質問は

01�39�27.080 --> 01�39�31.080

ああこういうのが

01�39�31.080 --> 01�39�36.080

あるんですねこれは全然知らなかったです

01�39�36.080 --> 01�39�45.080

おお



01�39�45.080 --> 01�39�52.080

ああこれ右くりかなとかでいけるんかなコンテクストセンシティブウィンドウ

01�39�52.080 --> 01�39�57.080

コピーリンクができて貼り付けができるのかな

01�39�57.080 --> 01�40�01.080

できそうですねこれは便利かもしれないですね

01�40�01.080 --> 01�40�05.080

ちょっと知らなかったんですが

01�40�05.080 --> 01�40�10.080

こういうのを教えてもらえるのは超ありがたいですねありがとうございます

01�40�10.080 --> 01�40�13.080

あと作業記録のノートに

01�40�13.080 --> 01�40�16.080

リストを表⽰させる⽅法

01�40�16.080 --> 01�40�19.080

ああこれはですね

01�40�19.080 --> 01�40�21.080

ただシンプルに

01�40�21.080 --> 01�40�22.080

あの

01�40�22.080 --> 01�40�25.080

ハイフンを押してスペースを

01�40�25.080 --> 01�40�26.080

ああ

01�40�26.080 --> 01�40�32.080

これってあれかなリストの表⽰の仕⽅はマークダウンのルールというやつで

01�40�32.080 --> 01�40�36.080

ハイフンを押した後にスペースを押すとリストになるんですよね

01�40�36.080 --> 01�40�42.080

で⼤抵のツールの場合こうやって⾃動的に次の⾏も

01�40�42.080 --> 01�40�46.080

⾃動でそのリストになる



01�40�46.080 --> 01�40�50.080

でおそらく

01�40�50.080 --> 01�40�53.080

プラグインかな

01�40�53.080 --> 01�40�58.080

アウトラインプラグインをオンにしているからかもしれないですね

01�40�58.080 --> 01�41�02.080

違うかアウトラインは違う

01�41�02.080 --> 01�41�06.080

アウトライナープラグイン使ってないと思うんだけどな

01�41�06.080 --> 01�41�15.080

アウトライナー使っているのアウトライナーっていうプラグインのおかげで

01�41�15.080 --> 01�41�19.080

⾒た⽬が変わっているのかもしれないです

01�41�19.080 --> 01�41�21.080

変わらんの⼀緒ですね

01�41�21.080 --> 01�41�33.080

�⾳声なし�

01�41�33.080 --> 01�41�38.080

アウトライナー過剰が機能を丸を表⽰させる⽅法は⾔ったらあれですかね

01�41�38.080 --> 01�41�41.080

ライブプレビューをオンにしているからということかな

01�41�41.080 --> 01�41�45.080

それで⾔うと設定の

01�41�45.080 --> 01�41�52.080

デフォルトのエディティングモードをライブプレビューにしていて

01�41�52.080 --> 01�41�55.080

その画像とかが表⽰されるやつですね

01�41�55.080 --> 01�42�02.080

でこのハイフンとむしろこれ出なくなってしまったアウトライナー

01�42�02.080 --> 01�42�06.080

基本はハイフンをつけて



01�42�06.080 --> 01�42�12.080

スペースを⼊れてあげれば

01�42�12.080 --> 01�42�19.080

⾃動的に過剰書きに半⾓ハイフン半⾓スペース

01�42�19.080 --> 01�42�23.080

過剰書きリストができると思います

01�42�23.080 --> 01�42�33.080

�⾳声なし�

01�42�33.080 --> 01�42�37.080

というので多分⼤丈夫だと思うんですけれども

01�42�37.080 --> 01�42�38.080

どうなのかな

01�42�38.080 --> 01�42�40.080

⼤丈夫ですね

01�42�40.080 --> 01�42�45.080

作業記録のとのリンクと⾯書には表⽰されませんでした

01�42�45.080 --> 01�42�53.080

�⾳声なし�

01�42�53.080 --> 01�42�59.080

可能ならば⾳声で質問していただけると分かりやすいです

01�42�59.080 --> 01�43�02.080

すみませんいろいろありがとうございます

01�43�02.080 --> 01�43�08.080

今試しにデイリーノートを作ってみて

01�43�08.080 --> 01�43�13.080

そこに作業記録のノートは別のところに作りました

01�43�13.080 --> 01�43�14.080

単独で

01�43�14.080 --> 01�43�16.080

これですね

01�43�16.080 --> 01�43�17.080

はい



01�43�17.080 --> 01�43�19.080

そうですそれです

01�43�19.080 --> 01�43�30.080

この作業記録のところにその⽇にやった作業内容が出るような感じにはなってなかったりし

たらけ

01�43�30.080 --> 01�43�33.080

これかな

01�43�33.080 --> 01�43�36.080

そうそうそれです

01�43�36.080 --> 01�43�37.080

多分ね

01�43�37.080 --> 01�43�38.080

これが

01�43�38.080 --> 01�43�40.080

はい

01�43�40.080 --> 01�43�43.080

どうしたらそこに表⽰される

01�43�43.080 --> 01�43�45.080

あ下にってことですかここに

01�43�45.080 --> 01�43�47.080

はい下にここに作業内容が

01�43�47.080 --> 01�43�48.080

これはね

01�43�48.080 --> 01�43�53.080

コアプラグインのバックリンクありますよね

01�43�53.080 --> 01�43�54.080

はい

01�43�54.080 --> 01�44�04.080

バックリンクスの中にこのバックリンクインドキュメントをオンにしてあげると

01�44�04.080 --> 01�44�08.080

ページの下に出てくると思います

01�44�08.080 --> 01�44�11.080

そうです私ここまではできたんです



01�44�11.080 --> 01�44�12.080

はいはい

01�44�12.080 --> 01�44�14.080

あれここまではできて

01�44�14.080 --> 01�44�17.080

これが出ない

01�44�17.080 --> 01�44�19.080

あ出た

01�44�19.080 --> 01�44�20.080

じゃあ⼤丈夫ですね

01�44�20.080 --> 01�44�21.080

はい

01�44�21.080 --> 01�44�23.080

あれ

01�44�23.080 --> 01�44�24.080

あ出ました

01�44�24.080 --> 01�44�27.080

Show more contextっていうボタンを押して

01�44�27.080 --> 01�44�29.080

あ出た出た分かりました

01�44�29.080 --> 01�44�33.080

これとソートとコラプスあたりがあるので

01�44�33.080 --> 01�44�38.080

そうかコラプスされてたのかもしれないですねここで

01�44�38.080 --> 01�44�40.080

そうですねこれだと出ないですね

01�44�40.080 --> 01�44�42.080

これがいいんだはいわかりました

01�44�42.080 --> 01�44�43.080

ありがとうございます

01�44�43.080 --> 01�44�46.080

はい



01�44�46.080 --> 01�44�52.080

あと⼩ネタなんですけどこういうのが例えば⽂字がちっちゃくて⾒づらいとかだったら

01�44�52.080 --> 01�45�00.080

前々回かなんかに話したカスタムCSSみたいなのでちょっと調整してあげると

01�45�00.080 --> 01�45�07.080

⽂字サイズを⼤きくするとかっていうのもできると思います

01�45�07.080 --> 01�45�12.080

トゥードゥやリマインダーのコミュニティプラグインが多くありますそれらを使わないのは

なぜですか

01�45�12.080 --> 01�45�23.080

えっとですねほとんど全てのトゥードゥとかリマインダーのプラグインってそのノートじゃ

ないんですよね単位が

01�45�23.080 --> 01�45�28.080

なんていうんだろうあの過去の書き⽅トゥードゥの書き⽅ありますよねこの

01�45�28.080 --> 01�45�36.080

このフォーマットでこれがチェックリストになっていて

01�45�36.080 --> 01�45�46.080

こういうふうにそのトゥードゥを管理するっていうパターンは多いんですけどもそのノート

単位で

01�45�46.080 --> 01�45�53.080

そのタスクと認識してくれるものってちょっと⾃分が知らないだけかもしれないんですけれ

ども

01�45�53.080 --> 01�46�02.080

把握している範囲ではあんまりないような気がしていて⾃分がやりたいのはやっぱ1タスク

を1ノートにして

01�46�02.080 --> 01�46�11.080

管理するということがやりたくて今回全然触れなかったんですけれどもデータビューの中で

01�46�11.080 --> 01�46�17.080

これチェックリストをそのデータビューから拾ってくるみたいなこともできるんですよ

01�46�17.080 --> 01�46�25.080

デイリーの中にチェックリストを⼊れておいて例えばデイリーの中でチェックリストがオン

になっていないものを

01�46�25.080 --> 01�46�37.080

すべて表⽰させるみたいなやつもできるようになっていてそのやり⽅で全く問題ない⼈は多

分それでいけると思います



01�46�37.080 --> 01�46�44.080

ちょっとあるかなデータビューの話を実際にこれかな

01�46�44.080 --> 01�47�01.080

ここでどんな感じのことができるかっていうふうにやり⽅が書いてあるんですけれども

01�47�01.080 --> 01�47�09.080

サンプルみたいなやつがあるといいんですがデータタイプ

01�47�09.080 --> 01�47�14.080

違うなこれ⽇付とかこの辺が読めるってやつで

01�47�14.080 --> 01�47�19.080

これがデータビューが認識できるものこれですね

01�47�19.080 --> 01�47�28.080

タスクとかリストタスクもこういうふうに未完了なものとかっていうスタートしているもの

01�47�28.080 --> 01�47�35.080

期⽇をいつに書いてここに期⽇とか書いておいたらそのデータビューでうまく拾ってくると

かもできるんですよね

01�47�35.080 --> 01�47�44.080

なので細かいことをこうやって管理するのであればこのやり⽅でプラグインを使わたりだと

かうまく活⽤すれば

01�47�44.080 --> 01�47�51.080

結構データビューでその判理みたいなことはできると思うんですけれども

01�47�51.080 --> 01�47�58.080

⾃分があれかなそういう意味でいうと細かななんかやらないといけないことを管理している

というよりは

01�47�58.080 --> 01�48�06.080

やっぱそもそも⼀⾏に書くことができたらもうそれすぐ終わるわっていうことをタスク

01�48�06.080 --> 01�48�12.080

タスクじゃないのやらないといけないこととして管理したいので

01�48�12.080 --> 01�48�18.080

記事を書くっていうのはやっぱチェックリスト⼀⾏で何々を書くとか⾔って書けたら

01�48�18.080 --> 01�48�22.080

そんな簡単なものはないわけでというかそんなにうまくいかないですよね

01�48�22.080 --> 01�48�30.080

結局実際に書かないと書き進めることができないそれは⾃分の場合チェックリストを使って

いては



01�48�30.080 --> 01�48�37.080

やっぱり全く進まないのでそのノート⼀個⼀個を作ってそこに書いていかないといけない

01�48�37.080 --> 01�48�45.080

そのやり⽅に合致したプラグインが⾃分の中知っている範囲では⾒つからなかったので

01�48�45.080 --> 01�48�53.080

こういう独⾃のやり⽅をするようになったというのが回答かなと思います

01�48�53.080 --> 01�48�55.080

で⼤丈夫かな

01�48�55.080 --> 01�49�03.080

あともし他に何か質問とかコメントご意⾒ご感想などあれば

01�49�03.080 --> 01�49�07.080

なければ皆さんにお聞きしたいんですけども

01�49�07.080 --> 01�49�15.080

他に何かねデイリーにこういうことを書いたらいいんじゃないかっていうのがあったら

01�49�15.080 --> 01�49�19.080

ぜひ教えていただきたいというか皆さんの話を聞きながら

01�49�19.080 --> 01�49�23.080

みんなにとって役に⽴つんじゃないかっていうふうに思うんですけれども

01�49�23.080 --> 01�49�27.080

数が多いことが必ずしもいいとは限らないので

01�49�27.080 --> 01�49�33.080

その全員が全員それを採⽤すべきだとは思わないんですけれども

01�49�33.080 --> 01�49�38.080

こういうことを書いたら便利じゃないみたいなのって

01�49�38.080 --> 01�49�45.080

⼈に教えてもらうとこれはいいなちょっと⾃分も真似してみようかなみたいに思えるような

気がして

01�49�45.080 --> 01�49�52.080

今回⾃分が紹介したのは体調とご飯と予定を書く欄、作業記録を書く欄

01�49�52.080 --> 01�49�59.080

あとは習慣的なものを書くところやることを書くぐらいが基本だとは思ったんですけれども

01�49�59.080 --> 01�50�08.080

⽇記はどこに書いていますか?⽇記はですね Day1というアプリを使っています



01�50�08.080 --> 01�50�12.080

iPhone、iPad、Mac、Windowsも対応しているんだったかな

01�50�12.080 --> 01�50�18.080

Obsidianで⽇記を書かない書いていない理由というのが

01�50�18.080 --> 01�50�22.080

⼀⾔で⾔うとDay1というアプリがめっちゃ便利でお気に⼊りで

01�50�22.080 --> 01�50�29.080

どこかに⾏った場合にiPhoneが⾃動で場所とかを残してくれるんですよね

01�50�29.080 --> 01�50�34.080

その場所と紐づいて⽇記が残せるので

01�50�34.080 --> 01�50�42.080

前にどこどこ⾏ったのいつだっけみたいなのを⽇付だけじゃなくて地図から探し出すことが

できたりだとか

01�50�42.080 --> 01�50�47.080

1年前の今⽇、2年前の今⽇みたいなものを表⽰する機能があって

01�50�47.080 --> 01�50�53.080

10年ぐらい使っていると毎年⽇記を振り返って楽しいというのが

01�50�53.080 --> 01�50�57.080

簡単にシステムとしてよく洗練されているので

01�50�57.080 --> 01�51�03.080

そっちに別途⽇記と写真を貼っているというのがありますね

01�51�03.080 --> 01�51�14.080

iPhoneで記⼊していると過剰書きの丸が⾃動で下の⾏は⼊⼒されています

01�51�14.080 --> 01�51�19.080

Enter+開業で丸なしの⼊⼒をできる⽅法がありますか

01�51�19.080 --> 01�51�24.080

iPhoneでも多分開業を2回やったら消えると思うんですけどね

01�51�24.080 --> 01�51�30.080

これとかでもそうなんですけど過剰書きってあれオフにしたら消えたな

01�51�30.080 --> 01�51�34.080

プラグインの設定とかもあるかもしれないんですけれども

01�51�38.080 --> 01�51�47.080

基本的にはEnterを2回押してあげると消えるのではないかなと思います



01�51�47.080 --> 01�51�58.080

これとかでも1回書いて何か書いてこれが邪魔ならもう1回Enterを押すと消えるというのが

01�51�58.080 --> 01�52�02.080

よくあるアウトライナーの挙動なんですけれども

01�52�02.080 --> 01�52�10.080

多分iPhoneでも同じような感じで消せるのではないかなと思います

01�52�10.080 --> 01�52�15.080

Twitterで⾒て今⽇の属性という項⽬を作るのを真似しています

01�52�15.080 --> 01�52�21.080

これ何なんだろうまさきさん教えてください

01�52�21.080 --> 01�52�29.080

ミュートの解除を求める

01�52�31.080 --> 01�52�42.080

ニュースとかこんなことありましたよというのでTwitterとかで

01�52�42.080 --> 01�52�47.080

⼤きいニュースとかがあったら思い出しやすくなるからというので

01�52�47.080 --> 01�52�53.080

それって何かルールとかってあるんですか今⽇何を書くとか

01�52�53.080 --> 01�52�55.080

毎⽇1個以上とか

01�52�55.080 --> 01�53�03.080

適当にヤフーニュースとかをパッと⾒てこれが覚えといたら

01�53�03.080 --> 01�53�09.080

思い出しやすいかなというのでこんなことあったんやみたいな

01�53�09.080 --> 01�53�17.080

いいですねそれは楽しそうですね⽇記的な⽤途って感じですよね

01�53�17.080 --> 01�53�19.080

思い出しやすくなるためです

01�53�19.080 --> 01�53�30.080

いいですねそれは⾯⽩いそれで⾔うと天気とかを書く⼈とかもいたりするかもですね

01�53�30.080 --> 01�53�36.080

忘れてたんですけど⾃分がそういえば思い出した最近重要なことが



01�53�36.080 --> 01�53�39.080

気温情報みたいなやつで

01�53�39.080 --> 01�53�45.080

毎年冬になって何度ぐらいがどのぐらいの服装をするとちょうどいいのかというのを

01�53�45.080 --> 01�53�53.080

常に忘れてしまっていてもう常に今作ろうっていう時に

01�53�53.080 --> 01�53�56.080

思い⽴ったら書いてしまうのがいいと思っていて

01�53�56.080 --> 01�54�03.080

この気温っていうふうに前やってたんですよねそういえば

01�54�03.080 --> 01�54�06.080

こういうふうにテンプレートを作っておいてあげると

01�54�06.080 --> 01�54�11.080

何度の時はどのぐらいの格好をしておいた⽅がいいみたいなやつを

01�54�11.080 --> 01�54�17.080

来年再来年以降に送っていける覚えておけるみたいなやつで

01�54�17.080 --> 01�54�21.080

このあたりもそういえば⼩ネタとしていいかもですね

01�54�21.080 --> 01�54�30.080

あとシュンさんは1年前と1ヶ⽉前の⼀⾏⽇記を埋め込んでいます

01�54�30.080 --> 01�54�40.080

ああそうかそういうやり⽅もそうですね1年前のこれとかは⾃分の場合は

01�54�40.080 --> 01�54�45.080

ちょうど去年のノートを作るみたいなことをやっていたんですけれども

01�54�45.080 --> 01�54�49.080

1週間前とかいいかもですねそうやって考えるとそういえば

01�54�49.080 --> 01�54�54.080

先週の何曜⽇に何をやったのか⼈によると思うんですけど

01�54�54.080 --> 01�55�00.080

割と曜⽇と連動してバイオリズムというか調⼦とかやることとかって

01�55�00.080 --> 01�55�05.080

決まっている⼈とか多いかもしれないので先週の作業記録みたいなのを



01�55�05.080 --> 01�55�10.080

⾔われてみるとちょっとうまく出せる仕組みをなんか

01�55�10.080 --> 01�55�14.080

残せるといいかもしれないですね

01�55�14.080 --> 01�55�25.080

先週の作業記録をどこかから取り出せるようにする

01�55�32.080 --> 01�55�36.080

こういうのも割とこうやってちょうどいい事例として

01�55�36.080 --> 01�55�39.080

デイリーノートに思いついたら書くようにしていて

01�55�39.080 --> 01�55�43.080

こういうのをとりあえずこれで分かるかな

01�55�43.080 --> 01�55�49.080

明⽇に再びノートとして分けるみたいなことを⾃分はちょいちょいやって

01�55�49.080 --> 01�55�54.080

思いついたことをできるだけ進められるようには意識しています

01�55�54.080 --> 01�56�03.080

曜⽇のサイクルがいいんですよね 曜⽇ごとのバイオリズムみたいなやつが

01�56�03.080 --> 01�56�18.080

ヌタツさん D1愛⽤してます ありがとうございました

01�56�18.080 --> 01�56�23.080

これは関係ないですね D1は⾮常にいいと思います

01�56�23.080 --> 01�56�28.080

タスさんがテンプレートに挿⼊して連⽤ログ

01�56�28.080 --> 01�56�33.080

このビックリマークを付けて出せるようにするやつですね

01�56�33.080 --> 01�56�36.080

それとかもうまく使えるといいかもしれないですね

01�56�36.080 --> 01�56�43.080

こうやって ⼈によっては例えば新しいノートで

01�56�43.080 --> 01�56�49.080

1週間振り返るようにするためにこうやって



01�56�49.080 --> 01�56�56.080

今⽇の⽇付 これで今⽇の分

01�56�56.080 --> 01�57�00.080

昨⽇の分みたいな感じで

01�57�00.080 --> 01�57�07.080

こうやってやっていくとどんどんあれですね

01�57�07.080 --> 01�57�13.080

スクロールで⼀気に過去の分まで表⽰させるとかできるだとか

01�57�13.080 --> 01�57�20.080

そういえばプラグインでまだ出来は未完成なんですけれども

01�57�20.080 --> 01�57�24.080

Daily Noteをログシークみたいに縦につなげるっていうのが

01�57�24.080 --> 01�57�28.080

できるようになるものが存在していて

01�57�28.080 --> 01�57�32.080

このDaily Notes Editor ちょっと動作が不安定なのと

01�57�32.080 --> 01�57�38.080

挙動があまり好みではなかったので使っていないんですが

01�57�38.080 --> 01�57�43.080

これはチャットでお送りしています こういうのが

01�57�43.080 --> 01�57�51.080

欲しい⽅には これはひょっとしたら⼤変欲しいものかもしれない

01�57�51.080 --> 01�57�58.080

このスクロールで順番に過去のものが並んでいくように変えられるプラグインで

01�57�58.080 --> 01�58�02.080

ただ まだ当時インストールした時

01�58�02.080 --> 01�58�06.080

⾊もこのオレンジ的なやつに固定されていたりだとかで

01�58�06.080 --> 01�58�10.080

⾊々とまだまだ開発途上だなっていう感じはしたんですが

01�58�10.080 --> 01�58�14.080

こういうのは⼤抵需要がある程度あると⾒込まれると



01�58�14.080 --> 01�58�16.080

やっぱプラグインがサクッと出てくるのは

01�58�16.080 --> 01�58�22.080

Obsidianが今世界中である程度⼈気を集めているメリットなんじゃないかなというのが

01�58�22.080 --> 01�58�24.080

思います

01�58�24.080 --> 01�58�30.080

この閉じられるっていうのがいいですね こういう形式にしておくと

01�58�30.080 --> 01�58�34.080

マイナスつけておいて閉じられるようにしてるってやつかな

01�58�34.080 --> 01�58�38.080

(⾳声なし)

01�58�38.080 --> 01�58�42.080

先頭にマイナスをつけると

01�58�42.080 --> 01�58�46.080

(⾳声なし)

01�58�46.080 --> 01�58�53.080

閉じることができる あ あれか そうか アウトラインにしてこう表⽰してあげればいいんで

すね

01�58�53.080 --> 01�58�55.080

こうやって

01�58�55.080 --> 01�59�00.080

あれ なんで閉じれるのだろう 1個しかないからか

01�59�00.080 --> 01�59�03.080

(⾳声なし)

01�59�03.080 --> 01�59�06.080

そうですね こうすると

01�59�06.080 --> 01�59�10.080

必要ない場合はサクッと閉じて

01�59�10.080 --> 01�59�15.080

必要な場合にパッと⻑い分⽇記を取り出したりもできる

01�59�15.080 --> 01�59�20.080

これで昨⽇の分とか 昨⽇の分とかをパッと表⽰するみたいなアイデアを



01�59�20.080 --> 01�59�23.080

できるかもしれないですね

01�59�23.080 --> 01�59�29.080

これなんかも 例えばテンプレートに

01�59�29.080 --> 01�59�34.080

⼈によっては昨⽇へのリンクみたいなやつを

01�59�34.080 --> 01�59�38.080

ここに貼っておいてこちこち押せるようにするみたいなやり⽅も

01�59�38.080 --> 01�59�42.080

⾃分の場合はショートカットで移動するんで必要ないんですけれども

01�59�42.080 --> 01�59�47.080

そういうのをやっておくというのも わざとしてありかもしれないですね

01�59�47.080 --> 01�59�51.080

デイリーで

01�59�51.080 --> 01�59�56.080

基本はこれでその⽇付へのリンクが貼れるので

01�59�58.080 --> 02�00�01.080

これでYYYYMMDDのやつ

02�00�01.080 --> 02�00�06.080

そのよくある6桁の⽇付配分付きのみたいなのも

02�00�06.080 --> 02�00�08.080

送ることができるので

02�00�08.080 --> 02�00�14.080

デイリーノートを使うときに割とこれは便利に使えることが多いんじゃないかなと思います

02�00�14.080 --> 02�00�21.080

あともし他にもデイリーノートこういうふうに使うと便利だぞみたいなのがあれば

02�00�21.080 --> 02�00�26.080

ぜひコメントやメールやメッセージなどで教えていただければ

02�00�26.080 --> 02�00�30.080

複数⼈でこういう情報を共有できると

02�00�30.080 --> 02�00�35.080

やっぱり⼀⼈で考えているよりもはるかにいろんなものが得られて



02�00�35.080 --> 02�00�37.080

みんなにとってもいいことが多いし

02�00�37.080 --> 02�00�40.080

紹介した側もいい気分になれると思うので

02�00�40.080 --> 02�00�43.080

ぜひぜひいろんなものを教えてください

02�00�43.080 --> 02�00�48.080

ということでちょうど時間もなので

02�00�48.080 --> 02�00�50.080

これでおしまいにしたいと思います

02�00�50.080 --> 02�00�52.080

アドモに承認しておくのがミソです

02�00�52.080 --> 02�00�54.080

あれですねそうですね

02�00�54.080 --> 02�00�57.080

あの形式のやつですね

02�00�57.080 --> 02�01�00.080

何だったっけ

02�01�00.080 --> 02�01�03.080

毎回忘れるんですよこれ覚えられなくて

02�01�03.080 --> 02�01�14.080

インサートなんたらだったな

02�01�14.080 --> 02�01�17.080

コールアウトか

02�01�17.080 --> 02�01�20.080

このフォーマットで書くと

02�01�20.080 --> 02�01�23.080

ここにタイトルコンテンツで

02�01�23.080 --> 02�01�26.080

ここにマイナス⼊れとくと閉じられるやつですよね

02�01�26.080 --> 02�01�30.080

最近画像を貼るときによく使うようになって間違えた



02�01�30.080 --> 02�01�32.080

マイナスの場所

02�01�32.080 --> 02�01�35.080

ここだったっけ

02�01�35.080 --> 02�01�37.080

こういうふうにすると

02�01�37.080 --> 02�01�39.080

ここが閉じられて

02�01�39.080 --> 02�01�44.080

ここがどれだけ⻑い⽂章を書いても

02�01�44.080 --> 02�01�54.080

こうやって閉じたり開いたりできるようになるっていうやつですね

02�01�54.080 --> 02�01�57.080

かつてはアドモニションという名前の

02�01�57.080 --> 02�02�01.080

プラグインだったやつが標準に組み込まれるようになって

02�02�01.080 --> 02�02�03.080

こういうので

02�02�03.080 --> 02�02�08.080

この⻑いものを閉じて開ける

02�02�08.080 --> 02�02�12.080

⾃分の場合、読書メモの参考写真とかを

02�02�12.080 --> 02�02�15.080

最近このフォーマットで貼り付けるようにしていて

02�02�15.080 --> 02�02�18.080

そうするとデフォでは閉じていて

02�02�18.080 --> 02�02�20.080

ここに

02�02�20.080 --> 02�02�24.080

画像みたいに、参考画像みたいに書いておくと

02�02�24.080 --> 02�02�31.080

参考画像をここに貼っておいて押せば開けるみたいなので



02�02�31.080 --> 02�02�35.080

割とおネタなんですが便利だったりします

02�02�35.080 --> 02�02�39.080

これはインサートコールアウトっていうやつで

02�02�39.080 --> 02�02�44.080

コールアウトで調べると多分出てくると思います

02�02�44.080 --> 02�02�48.080

タッチさんがもう書いてくれてましたね

02�02�48.080 --> 02�02�51.080

はい、EKSさん、ありがとうございます

02�02�51.080 --> 02�02�53.080

という感じで、はい、すみません

02�02�53.080 --> 02�02�57.080

終わろうと思ったのについ気がそれてしまいました

02�02�57.080 --> 02�03�01.080

皆さんはご参加いただきありがとうございました

02�03�01.080 --> 02�03�06.080

次回、もしこれがいいとかっていうのがあれば

02�03�06.080 --> 02�03�10.080

ご意⾒、それも送っていただければ

02�03�10.080 --> 02�03�14.080

それをできるだけリクエストを取り⼊れたいと思います

02�03�14.080 --> 02�03�20.080

今のところ、Obsidian Campusの話をしたいかなと考えています

02�03�20.080 --> 02�03�23.080

ということで、来⽉も

02�03�23.080 --> 02�03�26.080

今後、2023年は

02�03�26.080 --> 02�03�31.080

第1⼟曜⽇の21時を

02�03�31.080 --> 02�03�35.080

何もなければ、その第1⼟曜⽇というのを



02�03�35.080 --> 02�03�38.080

決定して開催していきたいと思っておりますので

02�03�38.080 --> 02�03�43.080

予定など考える際に検討いただければと思います

02�03�43.080 --> 02�03�47.080

皆様ご参加いただきありがとうございました

02�03�47.080 --> 02�03�51.080

また来⽉もよろしくお願いします

02�03�51.080 --> 02�03�57.080

では、共有停⽌と

02�03�57.080 --> 02�04�01.080

終了も、はい

02�04�01.080 --> 02�04�04.080

ありがとうございました

02�04�04.080 --> 02�04�07.080

ありがとうございました

02�04�07.080 --> 02�04�10.080

ありがとうございました

02�04�11.080 --> 02�04�14.080

�⾳声なし�


